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近

世

的

用

水

秩

序

の

形

成

過

程

1

近
江
伊
香
郡

・
浅
井
郡
用
水
の
研
究
1

高

島

緑

雄

は

じ

め

に

本
稿
は
、
近
江
湖
北
地
方
の
高
時
川
利
水
に
か
か
わ
る
、
主
と
し
て
農
民
の
、動
向
を
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
前
期

に
か
け
て
辿
る
こ
と

を
志
し
た
素
描
で
あ
る
。

高
時
川
は
、
遠
く
越
前

・
美
濃
国
境
に
源
を
発
す
る
谷
川
が
、
伊
香
郡
の
山
地
を
辞
す
る
木
之
本
町
河
合
で
合
流
し
て
、.
琵
琶
湖
東
北

畔
に
扇
状
地
性
の
沖
積
平
野
を
形
成
す
る

(第

一
図
)。

こ
の
地
の
開
発
は
早
く
、
木
之
本
町
川
合

・
古
橋

・
石
道
の
縄
文
遺
跡
や
、

高

月
町
西
野
古
墳
群
が
あ
り
、

一
九
七
四
年
に
は
高
月
町
保
延
寺
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
に
と
も
な
う
遺
跡
事
前
調
査
に
お
い
て
、
古
墳
時

代
か
ら
奈
良
時
代
中
期
の
集
落
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
典
型
的
な
条
里
制
施
行
地
域
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
高

時
川
の
利
水
は
、
時
代
の
諸
条
件
に
応
じ
て
そ
の
様
相
を
異
に
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
伊
香
郡
の
余
呉
川
水
系
お
よ
び
浅
井
郡
の

田
川
以
南
を
除
く
水
田
の
死
命
を
制
す
る
主
要
な
生
産
条
件
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
慶
長
九
年

A
一
六
〇
四
)

に
お

け

る
受

給
村

高

合
計
は
、
伊
香
郡

一
七
六
〇
〇
石
余
、
浅
井
郡
五
七
〇
〇
石
余
で
あ
る
。

近
江
地
方
は
、
河
川
の
自
然
形
状
と
灌
概
慣
行
の
特
異
性
が
、

つ
と
に
注
目
さ
れ
、
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
本
稿
が
取
扱
う
地
域
も
例

外
で
な
い
が
、
筆
者
は
、
さ
し
あ
た
り
既
往
の
研
究
成
果

へ
の
依
拠
を
最
少
限
に
止
め
、
本
稿
で
明
ら
か
に
さ
れ
、
見
通
し
を
立
て
得
る

問
題
に
つ
い
て
、
あ
え
て

　
般
化
を
試
み
な
い
。
加
え
て
本
稿
は
、

一
五
世
紀
初
頭
か
ら

一
七
世
紀
中
葉
に
至

る
二
五
〇
年
間
を
対
象
と

し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
用
水
秩
序
を
根
底
か
ら
規
,定
す
る
社
会
的
生
産
.の
構
造
や
村
落
内
部
の
諸
問
題
に

つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が

「工
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少
な
い
。
そ
れ
ら
の
課
題
は
、
わ
れ
わ
れ
の
共
同
研
究
の
達
成
時
に
果
し
た
い
。
な
お
引
用
史
料
の
大
部
分
が
未

刊
史

料

に
属
す

る

た

め
、
繁
を
厭
わ
ず
多
く
の
文
書
を
掲
げ
た
。

・一

応
永
年
間
の
用
水
紛
争

(1

)

高

時

川
利

用

の
用
水

に

か

か

わ

る

現
存

史

料

の
初

出

は

、

応
永

七
年

(
一
四
〇

〇
)

の
室

町
将

軍

家

御
教

書

案

で

あ

る
ゆ

同

年

四
月

三

日
、

管

領

畠

山
墓

園

は
、

守

護

六

角
満

高

に

命

じ

て
、

東

大

寺
領

浅
井

郡

田

河
庄

丁
野

郷

の

用
水

等

に
対

す

る
、

山

門

領

伊

香

郡

富

永

庄

地

下

人

の

「
押

妨

」

を
停

止

せ

し

め

た

。

そ

の
文

言

は

次

の
ご

と

く

で
あ

る

。
,

〔史
料
-
〕

上
高
御
局
雑
掌
中
、
近
江
国
丁
野
郷
用
水
、
同
国
中
庄
栴
檀
井
井
加
子
井
事
、
近
年
富
永
庄
地
下
人
等
押
妨
、.
次

八
日
市
場
清
水
事
、

為
当
郷
之
内
管

領
之
処
、
速
水

・
青
菜

・
今
村
方

々
沙
汰
人

・
百
姓
等
抑
留
云

々
、
太
不
可
然
、
所
詮
、
彼
是
停
止
新
儀
之
違
乱
、
各
任
先
規
、
沙
汰
付
雑
事
、
可
被

(全
力
)

企
隷
農
之
節
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
働
執
達
如
件
、

(畠
山
基
国

,徳
元
)

3

応
永
七
年
四
月
三

日

沙
弥
在
判

(六
角
満
高
)

.

佐

々
木
備
中
守
殿

こ
の
御
教
書
案
は
、
ω
丁
野
郷
の
用
水
を
富
永
庄
地
下
人
が

「
押
妨
」
し
、
②
丁
野
郷
が

「
管
領
」
す
る
八
日
市
場
の
清
水

(高
時
川
扇

状
地
末
端
湧
水
か
)
を
、
速
水

・
青
菜
(名
)
・
今
村
の
沙
汰
人

・
地
下
人
が

「
抑
留
」
し
た
、
と
い
う
事
件
を

「
新
儀
之
違
乱
」
と
裁
定

し
、
丁
野
郷
を
管
掌
す
る
上
脇
御
局
雑
学
に
沙
汰
せ
し
め
て
い
る
。

第
二
の
事
件
は
、
そ
の
後

の
経
緯
が
ま

っ
た
く
不
明
で
あ
る
が
、
丁
野
郷
用
水

の
紛
争
は
、
現
存
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
で
も
、

一
=

年

後

の
応
永
二
八
年

(
一
四
一
=

)
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
再
発
す
る
。
ま
た
こ
の
紛
争
に
は
、
浅
井
氏
領
国
下
の
戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代

に
ひ
き

つ
づ
く
伊
香
郡
と
浅
井
郡
の
用
水
体
系
お
よ
び
用
水
紛
争
の
原
型
が
、
す
で
に
顕
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
う
ず
い
ゆ

一
六
世
紀
中
葉
に
ほ
ぼ
確
定
し
た
で
あ
ろ
う
高
時
川
西
岸
の
伊
香
郡
三
用
水

(上
水
井

・
大
井

・
下
井
)
と
東
岸

の
伊
香
郡
二
用
水

(松

お
と
こ

田
井

・
乙
子
井
)
お
よ
び
浅
井
郡
餅
の
井
と
が
、

}
五
世
紀
前
半
の
史
料
で
推
定
し
得
、る
用
水
系
と
の
間
に
、
ど

の
よ
う
な
関
連
が
類
推

さ
れ
る
か
、
と
い
う
課
題
を
さ
し
あ
た
り
設
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
上
述
の
予
想
を
検
討
し
て
み
た
.い
b



さ

て
、

〔
史

料

1

〕

の
御

教

書

案

が

裁

定

し

た

紛

争

は
、

こ

の
年

の
晩

春

以

来

内

丁

野

郷

と

富

永

庄

庄

民

と

の
間

に
争

わ

れ

て

い

た

の

ドで

あ

る
。

次

の
史

料

は
、
†

野
郷

百
姓

が
主

張

す

る

と

こ

ろ

の
、

早
掻

の
実

情

と
富

永

庄

用
水

と

の
競

合

関

係

を
如

実

に
物

語

る

。

熟
史
料
2
〕
(2
)
・

(端
裏
書
)

(丁
)

9

(辰
)

「
大
野
郷
百
姓
目
安

応
永
七
年
度
卯

五
月
十
七

日

同

六
月
廿
五

日
披
露
云

々
」

丁
野
郷
御
百
姓
等
謹
言
上

(当

年
)

(日
照
)

(日
照
V

(耕

作
)

(是
穽
)

右
、
た
う
ね
ん

の
ひ
て
り
、
三
月
よ
り

い
ま

Σ
て
、
ひ

て
り
候
間
、
地
下

の
か
う
さ
く
、
さ
ら

二
つ
か
ま
ら
す
候
、
写
せ
ひ
も
な
く
候
、

(加
子
井
)

(富

永
)

(新

井
)

一
井
六
事

、
み
ち
ゆ
き
て
候

へ
と
も
、
な
せ
さ
ん
し
よ
う
よ
り
、
と
か
く
申
さ
れ
候
、
そ

の
う

へ
か

こ
い
の
う

ヘ
ニ
、
と
ひ
な
か
よ
り
し
ん

い
を

二
ほ

(丁

野
)

(郷
)

(耕

作
)

.

り
候
ほ
と

二
、

こ
と
さ
ら
水
下
ら
す
候
、
よ
う

の

一
か
う

ハ
、
さ
ら

二
か
う
さ
く
お

つ
か
ま

つ
ら
す
候
、

(
,領

)

(出
)

.

ハ日
照
)

(絶
)

(焦
)

(谷
)

、
(耕

作
〉

「
御
り
や
う

の
内
、
も
さ
か
よ
り

い
て
供
水
も
、

こ
の
ひ

て
り

二
た

へ
候
、
そ

の
う

へ
山

あ
せ
候
、
た
に
水
も
さ
ら

二
な
く
候
間
、

地
下

の
か
う
さ
く

(照
)

(植
)

(

徒

)

四
分

一
も

つ
か
ま

つ
ら
す
候
、

い
ま
の
や
う

二
て
り
候

ハ
・
、

う

へ
た
る
田
も

い
た

つ
ら
事
に
て
候
、

か
や
う
に
候
間
、

こ
ま
図

図
図

お
も
、

こ
れ

.

(
歎

)

(
止

)

(京

都
)

(
歎

)

に
て
な
け
き
申

候
て
、

と

、
め
申

候
、

そ
れ
に

つ
き
候

て
、
き

や
う
と

の
使
事

、
こ
ん
と
よ
り

な
け
き
申

候
て
、
御

い
と
ま
お
給

へ
く
候
、

こ
の
よ

4

し
お
か
ミ
さ
ま

へ
御
申
候
て
給
候

ハ
・
、
か
し

こ
ま
り
入
候

へ
く
候
、

応
永
七
年
五
月
十
七
日

(姓
V

御
百
姓

等
謹
上

.

,

御
奉
行
所

ご

こ
に
提
示
し
た
二
つ
の
史
料
か
ら
、
少
く
と
も
次
の
三
点
を
指
摘

で
き
る
だ
ろ
う
。

ω
・一
五
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
丁
野
郷
の
用
水
で
あ
る
栴
檀
井
と
加
子
井
は
、
高
時
川
に
構
築
さ
れ
た
取
水
堰
か
ら
東
岸
に
導
か
れ
、
浅

井
郡
二
俣

・
丁
野
を
北
の
頂
点
と
し
、
東
を
小
谷
山
西
麓
に
、
南
を
田
川
の
旧
流
路
に
、
西
を
高
時
川
に
限
ら
れ
る
地
域
1

ほ
ぼ
現

東
浅
井
郡
湖
北
町
の
高
時
川
東
岸
諸
村
と
虎
姫
町
の

一
部
1

の
主
要
な
用
水
路
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
取
水
堰
の
位
置
や
用
水
の
経

路
の
確
認
は
、
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
に
し
て
も
、
後
代
の
餅
の
井
に
相
当
す
る
灌
概
機
能
を
果
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

(
3

)

②
栴
檀
井

・
加
子
井
と
も
に
、
そ
の
取
水
堰
は
中
庄

(伊
香
庄
〉
に
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
中
庄
の
東
南
限
は
現
高
月
町
の
古
橋
地
区
で

ま

け

(
4

)

..
あ
ゆ
、

こ
の
中
庄
と
丁
野
郷
と
の
間
に
は
、
富
永
庄
の

一
部
小
山

・
高
野

・
馬
上
の
諸
村
が
、
高
時
川
東
岸
に
張
り
出
し
て
い
る
の
で



あ
る
か
ら
、
、丁
野
郷
の
取
水
堰
と
し
て
は
遠
距
離
に
過
.ぎ
て
疑
問
で
あ
る
。
.富
永
庄
民
は
、
,後
述
の
応
永
一.一九
年

(二
四
二
二
)
の
紛

争
で
、
下
古
井
を
富
永
庄
の
馬
上
井
と
も
称
し
て
お
り

(史
料
4
)
、
ま
た
戦
国
期
に
お
け
る

「
餅
の
井
懸
越
し
」

(H
取
水
堰
の
上
流

魯
へ
の
移
動
)
を
事
実
と
仮
定
す
れ
ば
、
両
井
取
水
堰
の
位
置
を
中
庄

へ
ま
で
遡
る
こ
と
に
億
鴇
相
当
の
無
理
が
あ
ろ
う
。

㈹
紛
争
の
焦
点
は
、
加
子
井
の
上
「流
に
富
永
庄
の
新
井
が
二
つ
構
築
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
用
水
量
が
激
減
b
、
加
え
て

「
も
さ
か
」
な
る

と
ヒ
ろ
を
水
源
と
す
る
流
.水
と
(
山
よ
り
の
谷
水

(お
そ
ら
く
小
谷
山
西
麓
を
流
下
す
る
谷
水
)
の
澗
渇
の
た
め
、
丁
野
郷
が
耕
作
不

能
に
陥

っ
た
こ
と
に
あ
る
。
富
永
庄
新
井
が

「新
儀
之
違
乱
」
か
否
か
、
確
認
の
術
は
な
く
、
ま
た
こ
の
新
井
が
高
時
川
の
東
岸
か
(

あ
る
い
は
西
岸
に
設
け
ら
れ
た
の
か
検
証
も
で
き
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
加
子
井
と
馬
上
井
と
の
競
合
が
想
定
で
き
る
な
ら

ば
、
富
永
庄
新
井
は
東
岸
に
予
想
で
き
る
囮

応
永
七
年
の
紛
争
が
、
幕
府
の
裁
定
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
結
着
し
た
か
、
庄
民
相
互
で
ど
の
よ
う
な
妥
協
が
図
ら
れ
た
か
、
ま

っ
た

く
明
ら
か
で
な
い
。
紛
争
は
継
続
し
た
と
考
え
る
¢
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
現
存
史
料
の
か
ぎ
り
で
も
応
永

二
八
年
.(
一
四
二

一
)

に
再
発
す
る
。
同
年
分

四
貝

山
門
使
節
金
輪
院
弁
澄
ら
は
、
宮
窪

惣
政
所
に
宛
て

〒

野
郷
用
水
事

以
前
既
被
下
知
鷹

喉

5

処
、
又
違
乱
之
柏
注
進
一
返
々
不
然
候
、
任
先
規
座
可
被
伽
下
細
」
き
書
状
を
発
し
、

つ
い
で
翌
二
九
年
五
月
、

幕
府
は
山
門
使
節
に
富

永
庄
地
下
人
の

「
違
乱
」
を
停
止
さ
せ
た
。
次
の
こ
乏
く
で
あ
る
。

〔史
料
3
〕
二
六
号
文
書
)
・

大
覚
寺
御
門
跡
領
雑
掌
中
、
近
江
園
丁
塀
郷
用
水
号
下
古
井
事
う
訴
賦
如
此
候
.
先
々
㈲
其
沙
汰
候
、
無
頼
違
処
二
、
山
門
領
軍
水
庄
地
下
人
等
、
近
月

又
止
井
口
違
乱
云
々
、
事
実
者
、
不
可
然
、
早
任
先
度
裁
許
之
旨
、
可
停
止
無
理
押
妨
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
働
執
達
如
件
、

感
永
廿
九
年
五
月
廿
八
日

玲
焔
焔

山
門
使
節
中

こ
の
御
教
書
に
も
と
づ
い
て
、
富
永
庄
の
庄
務
を
執
行
す
る
山
門
勘
定
衆
は
、
燭同
年
六
月
九
日
、
富
永
庄
惣
政
所

に

「根
本
用
水
絵
図
」
「

を
持
参
し
、
・同
月

一
二
日
以
前
に

「継
夜
目
可
有
御
上
洛
」
き
旨
を
達
し
た
(
一
七
弓
文
書
)。
か
か
る
経
過
を

へ
て
漕
七
月

こ
五

日
、
幕

府
は
次
の
よ
う
な
御
教
書
を
下
し
て
、
紛
争
の
解
決
を
図

っ
た
。



〔史
料
4

〕
(二
五
号
文
書
)

丁
野
御
教
書
案
也

近
江
国
丁

野
郷

用
水
鰐
下
古
事
、

同
国
山

門
領

冨
永
庄

地
下
人
等
、
毎
度

錐
及
違
乱
、
有

其
沙
汰
候
、

致
奔

絹
之
処
、
或
称

馬
上
井
、
或
号
妙

臨
寺
井
、

致
掠
訴
之
条
、
太

不
可
然

、
所

詮
於
妙

臨
寺
井
者

、
立
新

井
之

上
者

、
至
彼
古

井
口
者

塞
之
、
可
被
専

下
古
井
之
旨
(
可

被

申

入

大

覚

寺
御
門
跡
之

由
、
所
被
仰
下
也
、
侃
執
達
如
件
、

応
永
廿
九
年
七
月
甘
苦

.魂

繋

轟

金
剛
乗
院
前
大
僧
正
御
房

こ
の
御
教
書
案
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ω
富
永
庄
地
下
人
が
丁
野
郷
用
水
11
下
古
井
を
、
馬
上
井
あ
る
い
は
妙
臨
寺
井
と
称
し
、
富
永

庄
の
支
配
を
主
張
し
て
い
る
・
と
、
②
両
井
が
応
永
七
年
紛
争
の

「痂
藩

の
延

・
船

縁
が
よ
り
峨
飽

を
二
馳

候
」
と
い
う
新

井
に
該
当
す
る
ら
し
い
こ
と
、
㈲
馬
上
井
に

つ
い
て
は
富
永
庄
の
主
張
を
認
め
、
妙
臨
寺
井
を

「
新
井
」
と
断
定
し
、
井
口
を
閉
塞
せ
し

め
て
下
古
井
の
水
量
を
確
保
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

妙
臨
寺
井
に
つ
い
て
は
、
井
堰
の
所
在
も
流
路
も
不
明
で
あ
る
が
、
正
中
二
年

(
;

三

五
)

=

月
二
日

「承
鎮
法
親
王
附
撫

」

6

に
は
、
五
仏
院
領
と
し
て

「
近
江
国
伊
香
庄

・
妙
臨
寺
」
と
あ

っ
て
、
伊
香
庄

(中
庄
)
の
妙
臨
寺
附
近
に
設
置

さ
れ
、
高
時
川
東
岸
の

富
永
庄
諸
村
に
引
水
す
る
井
堰
と
思
わ
れ
る
。
灌
涯
地
域
は
、
〔史
料
5
〕
に
い
う
富
永
庄
下
三
郷
、
す

な
わ
ち
小
山

・
高
野

・
馬
上
で

(
7
)

は
な
か
ろ
う
か
。
か
く
し
て
馬
上
井

・
妙
臨
寺
井
と
も
、
下
古
井
よ
り
上
流
の
高
時
川
上
流
東
岸
に
構
築
さ
れ
た
井
堰
と
い
う
こ
と
に
な

る
。七

月
二
五
日
の
裁
定
以
後
、
馬
上
井
は
紛
争
の
焦
点
か
ら
外
れ
、
も

っ
ぱ
ら
妙
臨
寺
井
の
閉
塞
と
再
掘
ざ
↑
を

め
ぐ
る
抗
争
が
展
開
す

る
。
応
永
二
九
年
の
八
月
頃
、
御
教
書

の
旨
に
任
せ
、
丁
野
郷
民
が
妙
臨
寺
井
を
塞
い
で
い
た
と
こ
ろ
、
富
永
庄

の

「
下
郷
百
姓
出
合
追

払
」
い
、
「
鋤
鍬
等
多
落
」
し
て
抑

留

さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
激
発
し
た

(二
八
号
文
書
)
。

こ
の
事
態
に
対
処
し

て
山
門
使
節
は
、

九
月

三
日
、
鋤
鍬
の
返
却
を

「公
人
」
に
委
託
さ
せ
、
合
せ
て

「
既
上
意
落
居
之
処
、
百
姓
等
如
此
任
雅
意
候
、
且
沙
汰
人
中
許
容
候
哉
、
今

度
出
合
候
下
郷
百
姓
等
、
於
張
本
人
者
可
有
名
字
注
進
候
、

不
燃
者
沙
汰
人
可
為
僻
事
候
」
と
厳
重
な
処
置
を
命

じ
た

(二
八
号
文
書
)。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
三
〇
年
四
月

一
〇
日
に
は
、
幕
府
み
ず
か
ら

「去
年
有
糺
決
倒
成
敗
之
処
、
山
門
領
冨
永
庄
地
下
人
等
、
又



致
違
乱
云
々
、
事
実
者
不
可
然
、
早
為
使
節
堅
加
下
知
、

可
全
丁
野
郷
用
水
」
(四
一
号
文
書
)
し
と
、
山
門
使
節

に
通
達
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
事
態
の
進
展
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
山
門
使
節
は
次
の
よ
う
な
下
知
を
富
永
庄
沙
汰
人
に
下
す
の
で
あ
る
。

〔
史
料

5
〕
(四
二
号
文
書
)

(掘
)

冨
永
庄
之
内
妙

臨
寺
古
井
事
、
去
年
既
為

上
意
、
任
被
仰
出
旨
、
厳

密

二
寺
官

井
沙
汰

人
中
相
共
、
妙
臨
寺
井
水
を
令
検
知
、
堀
塞
之
処
、

旧
冬
彼

(掘
)

古
井

口
を
堀
闘

茶
、
非

罪
科
軽

、
所
詮
下
三
郷

之
内
、

何
郷
百
姓

等
如

此
致
沙
汰

候
哉
、
速
致
糺
明
、
町
有
名
字
注
進
候
、
且

旧
冬
以
来
事
、
予
冷
不

及
注
進
之
条
、
沙

汰
人
無

沙
汰

非

一
候
、

重
而
為

公
方
被
成

御
下
知
上
者
、
・於
緩
怠
百
姓
者
、
厳
密
可
有
注
進
候
、
柳
無
沙
汰
不
可
有
之
、
為
其
以

信
濃
少
綱

、
巨
細
申

送
者

候
、
伽
状
如
件

、

兼
宗

(応
・氷
三
〇
年
)

五
月

七
日

迎
春
弁
澄

冨
永
庄

沙
汰
人
中

、7

響

幕
府
と
山
門
使
節
の
禁
圧
に
か
か
わ
ら
ず
隅
富
永
庄
庄
民
が
下
古
井
に
対
す
る

「違
乱
」
、
対
抗
訴
訟
の

「掠
訴
」、
妙
臨
寺
井
の
閉
塞

ヘ

ヤ

ト

ヘ

へ

に
対
す
る
実
力
抵
抗
お
よ
び
再
掘
さ
く
を
繰
返
し
て
い
る
実
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
妙
臨
寺
井
の
再

掘
さ
く
は
、
た
ま
た
ま

ヘ

へ

の
渇
水
を
乗
切
る
た
め
の
、
や
む
を
え
な
い
実
力
行
使
で
は
な

く
、
「
旧
冬
彼
古
井
口
を
掘
開
」
く
と
あ
る
よ
う

に
、
農
閑
季
に
お
け
る

計
画
的
な
施
工
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
は
、
何
ら
か
の
既
得
権
を
断
固
と
し
て
確
保
す
る
決
意
に
裏
付
け
ら
る
行
動
が
あ
る
の
で
あ

っ
て
、

こ
の
よ
う
な
背
景
が
、
山
門
使
節
の
再
三
に
及
ぶ

「張
本
人
」
「名
字
注
進
」
の
命
令
が

「沙
汰
人
中
許
容
」
に
よ
っ
て
無

視

さ
れ
隅
加

え
て
在
地
の
実
情
が
山
門
に
伝
わ
ら
ず
、
山
門
を
し
て

「沙
汰
人
無
沙
汰
非

こ

と
歎
か
し
め
る
事
態
を
現
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

応
永

二
八
年
か
ら
三
〇
年
に
い
た
る
用
水
紛
争
の
直
接
史
料
は
以
上
で
尽
き
る
が
、
お
お
よ
そ
辿
る
こ
と
が

で
き
た
紛
争
の
展
開
過
程

か
ら
、
こ
の
紛
争
に
内
在
す
る
用
水
秩
序
は
、
庄
園
内
の
同

一
用
水
で
結
ば
れ
る
郷
村
の
連
合
を
基
底
と
し
、
渇
水
を
契
機
と
す
る
先
例

と
新
儀
の
拮
抗
一

訴
訟
1
↓
公
権
力

(幕
府

・
庄
園
領
主
)
に
よ
る
裁
定
11
先
例
の
維
持
、
と
い
う
構
造
を
持

つ
も
の
と
し
て
理
解
で

き
る
。
そ
れ
は
、
正
し
く
庄
園
制
下
の
用
水
秩
序
と
い
え
よ
う
。

注
(1
×
2
)

東
大
寺
図
書
館
所
蔵

「東
大
寺
文
書
」
(東
大
史
料
編
纂
所
影
写
本
第
四
回
採
訪
)



へ『
吻

一中
庄

の
庄
域
は
、
福

田
栄
次
邸

づ
近

江
画
伊
香
荘
外
伝
碩
闘
係
」

(『
日
本
歴
史
』

三
三
き
)

に
拠

る
。

㍉

(4
)

高
時
川
東
岸

に
か
か
る
富
永
庄

の
庄

域
は
、
井

口
日
吉
神
社
文
書

「
応
永

二
九
年

八
月

六
日

富
永

荘
地
下
連
署

定

積

請
文
案

」
(
二

一
号

文

碧
)

に

・コ
口回
ノ
孫
大
夫
」
と
あ
り
」
同

「
卯
月

;
五
日

法
橋
兼
全
奉
書
案
」
b

二
八
号
陳
書
)

に

「
当
庄

馬
上
郷

」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
高
野
.

馬
上

に
お
い
て
確
実

で
あ

る
。

=

.
,

⑤

雲

量

吉
神
社
喜

」
倉

番
鄭
偏
見
町
苦

暑

神
社
所
蔵
)第

春
夏

貫

以
モ

.同
文
書
奮

の
引
用
は
、
欝

栄
次
郎

「山
門
領
近

江
国
富
永
荘
の
研
究
一

中
世
後
期
に
お
け
る
荘
園
の
支
配
ど
そ
の
様
相
」

」、
(『駿
台
史
学
』
三
六
)
住
職
の

「
近
江
井
口
日
吉
神
社
文
書
略

暦

コ

ヒ

コ

　

コ

ロ

ロ

リ

目

録

」

の
文

書

番

号

の
み

を

示

す

◎

　

,・
.
こ

、

,
・

・:

,

・

.

,

-

(6

)

「
三
千

院

文

書

」
二

.㌔

・

・

.

..

.

}
.
・.

.

.

,

・

.

ジ

、

.

:

.

.
(
7

)

福

田

氏

は

、

注

5

論

文

で
、
富

永

座

下

三

郷

を

高

時

川

西

岸

の
高

月

.
森

本

.
落

川

.
宇

根

の
う

ち

に
想

定

し

、

こ
れ

ら

の
諸

村

が

か

か

わ

る

江

戸

時

代

の

「
下

井

」

と

「
妙

臨

寺

井

」
」と

の
親

近

性

を

予

想

し

て

い
る

。

筆

者

と

の
相

違

は

後

考

を

期

し

た

い
ゆ

・

㌔

二

戦

国

期

の

用

水

秩

序

・

∵
一
・

7

.

、
'

・

、

.

.

.
・
,
・、

.

∵

.

周

知

の
よ

う

に
、

一
六

世

紀

中

葉

以

後

の

江
北

地

方

に
領

国

制

を

展

開

し

た

の

は
、

京

極

氏

の
根

本

被

官

浅

井

氏

で
あ

っ
た
。

浅

井

亮

政

は

、

天

文

三
年

(
一
五

三

四
)

ご

ろ
京

極

氏

の
権

力

を

掌

握

し

、

江

北

の
国

人

領

主

層

の
家

臣

化
を

推

進

し

て
、

戦

国

大

名

へ
の
地

歩

(1

V

を
築
い
た
。

浅
井
氏
の
用
水
政
策
も
、
こ
の
時
期
に
展
開
し
は
じ
め
る
。
坂
田
郡
相
撲
庭
は
、
伊
吹
山
塊
の
西
南
麓
、
姉
川

の
狭
窄
部
北
岸
に
位
置

す
る
村
落
で
あ
る
が
、
天
文
初
年
に
上
坂
の
大
井
を
破
却
し
て
引
水
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
浅
井
亮
政
は
、
こ
れ
を

「先
規
」
を
無
視
す

る
も
の
と
し
て
停
止
し
、
「
何
一,不
及
相
届
理
不
尽
之
儀
者
、
双
方
共
に
可
為
曲
事
」
し
と
、
そ
も
そ
も
公
権
力
が
干
与
す
る
こ
と
の
な
い

当
薯

間
の
紛
争
を
禁
慢

た
・
こ
を

は
・・
暴
力
の
激
餐

ど
に
よ
そ

馨

疑

の
方
途
を
失

・
た
当
事
者
が
・
訴
訟
の
場
に
解
決

を
求
め
、
公
権
力
が
立
前
と
し
て
の
第
三
者
の
裁
定
を
下
す
と
い
う
形
式
に
ぐ
ら

べ
㌻
は
る
か
に
権
力
的
な
調
停
意
志
の
発
動
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

つ
い
で
天
文
二
二
年

(
一
五
五
三
)
、
浅
井
久
政
は
相
撲
庭
が
大
井
に
設
置
し
て
い
る

「
分
木
」
の
位
置
を
め
ぐ

る
有
力
家
臣
上
坂
氏
と

の
抗
争
を
裁
定
し
た
。

こ
の
場
合
」
久
政
は
奉
行
月
瀬
忠
清
と
川
毛
清
充
を
し
て
、
「
分
木
」
を
改
め
て
上
流
出
雲
井
を
落
し
た

と
き

の



(
3
)

分
水
を
定
め
さ
せ
、
.ま
た
久
政
み
ず
が
ら
上
坂
八
郎
兵
衛
尉
に
書
状
を
宛
て
、
月
瀬
忠
清
ら
と
の
協
調
を
要
求
し
た
。
.
し
「

弘
治
三
年

(
一
五
五
七
)

の

「御
料
所
三
郷
」
と
浅
井
郡
富
田
庄
と
の
紛
争
に
は
、
「先
年
奉
行
を
遣
相
極
」

め
た
裁
定

を
破

り
、'
大

(六
月
)

石
を
据
置
い
た
富
田
庄
地
下
人
の
行
為
を

「新
儀
」
と
断
定
し
な

が
ら
、
「有
子
細
者
、
明
後
日
廿
九
日
龍
王
、
可
申
明
」
と
命
じ
、
早
く

(会
)

(4
)

も
ほ
ぼ

一
ケ
月
後

の
七
月
二
五
日
に
、
「双
方
立
相
、
水
半
分
宛
可
執
」
し
と
の
裁
定
を
下
し
て
い
る
。

永
腺
三
年

(
一
五
六
〇
)
四
月
二
二
日
、
久
政
は
伊
香
郡
片
岡
郷
新
堂
村
地
下
人
に
対
し
、
水
田
五
反

へ
の
灌
概
の
た
め
に
新
溝
の
掘

、

、

(5

V

さ
く
を
命
じ
、
そ
の
子
長
政
は
永
腺
九
年

(
一
.五
六
六
)
六
月
四
日
、
浅
井
郡
小
今

・
馬
渡
上
下
お
よ
び
富
田
が

か
か

わ
る
紛
争
に
つ

(6

)

き
、
小
今
の
主
張
を
聴
取
の
う
え
、
「
近
年
有
来
筋
目
、
向
後

不

可
有
異
儀
」
と
裁
定
し
た
。
"

◎

●

以
上
が
、
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、
後
述

の
伊
香
郡
三
井
お
よ
び
餅
の
井
に
関
す
る
浅
井
氏
の
施
策
を
除
く
、
用
水
紛
争
関
係
史
料
の
概

略

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
紛
争
の
具
体
的
様
相
に
即
応
し
て
、
浅
井
氏
の
対
応
が
異
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

一
貫
し
て
用
水

紛
争

へ
の
積
極
的
な
介
入
と
調
停
な
い
し
裁
定
、
す
な
わ
ち
先
例
と
い
う
慣
行
遵
守
、
と
き
に
は
権
力
み
ず
か
ら

の
新
儀
の
設
定
を
通
じ

て
、
-在
地
の
秩
序
と
生
産
の
安
定
を
意
図
す
る
と
い
う
志
向
性
を
と
ら
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
予
想
は
、
次
に
例
挙
す
る
伊
香
郡
の
大
井
と
下
井
と
の
分
水
を
め
ぐ
る
事
例
の
検
討
か
ら
、
な
に
が
し
か
の
具
体

性
を
そ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
両
井
水
を
ふ
く
む
伊
香
郡
高
時
川
西
岸

の
用
水
体
系
に
つ
い
て
は
、
次
第
で
触
れ
る
と

こ
ろ
が

あ
る

の

で
、
こ
こ
で
は
、
高
時
川
が
杉
野
と
丹
生
の
谷
か
ら
平
野
部
に
出
る
、
そ
の
出
口

(高
時
川
扇
状
地
の
扇
頂
)
に
構
築
さ
れ
た
井
堰
と

の

み
指
摘
す
る
に
止
め
る

(第

一
図
参
照
)
。
次
に
繁
を
厭
わ
ず
関
係
史
料
を
列
挙
す
る
。
い
ず
れ
も
写
と
判
断
さ
れ
る
。

9

〔史
料
6
〕
(7
)
,

(捻
封
ウ
ワ
書
).

(尉
)

幽「

國.

浅
井
新
兵
衛
□

(貞
政
)

三
田
村
大
蔵

殿

へ定
額
)

(切
封
)
三
田
村
伊
与

殿

御
宿
所

亮
頼
」

福
寿
庵
相
煩
候
、
為
我
等
申
候

、

井
公
事
之
儀
、
世
上

切
水

二
成

候
間
、
前

々
の

こ
と
く
切
水

之
立
様

を
、

井
奉

行

へ
相
尋
、
可
相
立
候
由
候
、
我
等

当
座

(
申
候

ハ
、
前

々
の
立
様
相

論



(浅
井
久
政
)

不
相
乗
候
間
、

其
段
何
と
成
共
、

一
途
被
相

究
、

可
随
其

候
哉

と
、
左

兵

へ
申
候

つ
る
、
其
段
者

時
分
柄
候
間
、
先

々
久
政
預
り

の
分

二
候

て
、
切
水

之
立
様

二
、
可
相
究

之
由
候
者

、
其

内
百
姓
共
か
た

へ
被
仰
聞
候

て
、
明

日

二
て
候
も
御
登
城
候
而
、
可
被
仰
分
候
、
為
具
申
候
、
恐

々
謹
言
、

(天
文
二
四
年
)

(浅
井
)

七
月
朔

日

亮
頼

(花
押
)

〔史
料
7
〕
(8
)

(捻
封
ウ
ワ
書
を
欠
く
)

大
井
与
下
井
申

請
儀

、
今

日
井

奉
行
衆

へ
相

尋
、
申
桟

俵
之
間
、

明
後

日
+
二
可
相
極

候
間
、

必
可
有

御
出
候
、
自

然
奏
者

之
内
被

違
候
共
、

可
相
乗

候

之

間
、
其

御
心
得

肝
要
候
、
我
等
不
可
成

越
度
候
、
尚
以
明
後
日
早
朝

二
可
被

出
候
、

以
外
飢
六

二
付

て
、

双
方
長

々
在
城
候

て
、

切
々
申

候
処
、
今

(浅
井
亮
頼
X
浅
井
忘
種
)

日
新

兵

・
又
次
無

出
頭
候
、
外
聞
労

以
無

勿
躰
候
、

万
事

を
被
打

置
、
御

出
肝
要

候
、
恐

々
謹
言

、

(天
文
二
四
年
)

(浅
井
)

七
月
十

日

久
政

(花
押
)

〔史

料

8

〕
(9
)

(捻
封
ウ
ワ
書
)

「

左

兵

10

へ新
兵
X
浅
井
亮
頼
)

[

日

葡

尉

殿

(又
X
浅
井
忘
種
)

自

次

郎

殿

(御
宿
)

(浅
井
)

[

口
所

久
政
」

尚

々
、

何
か
と
以
後
[
〕

御
返
事
、
不
可
申
候
、

大
井

そ
う
し
ゃ
衆
よ
り
書
状
候
、
今
ま

で

ハ
か

い
ふ
ん
我
等
為
存
分
か

、

へ
候

へ
共
、
此
以
後

ハ
何
か
と
し
せ
ん
承
候
共
、

一
切
不
可
成
候
、
雨
も

ふ

り
候

ハ
す
候
、
労

以

一
切
其
御
心
得
候

て
、
下
井

へ
可
被
仰
候
、
恐

々
謹
言
、

(天
文
二
四
年
)

(浅
井
)

七
月
十

四
日

久
政

(
花
押
)

〔史
料

9
〕
(-o
)

(赤
尾
清
世
)

大
井
籠
、
急
度
上
候

へ
と
、

一
昨

日
よ
り
数
度
使
立
候

へ
共
、
何
か
と
迷
惑
候
由
申
候
、
言
語
道
断
沙
汰
限

二
て
候
間
、
赤
新
兵

へ
も
尋
可
申
歯
車
候
、

(意
)

夜
前
磯
野
者
罷
上
、
赤
新

へ
尋
申
由
候
、
籠
上
候

へ
と
異
見
候

て
、
今
朝
籠
上
候
由
、
先
刻
申
候
間
、
自
是
其
趣
、
以
使
者
可
申
候
処
、
蒙
仰
候
、
只
今

見
せ

二
道
、
万

一
不
上
候
者
、
上
さ
せ
候

て
、
可
罷
帰
旨
申
付
候
、

然
者
籠
上
候
儀
御
意
得
候

て
、

可
有
御
事
候
、
其
方
よ
り

ハ
切

々
被
仰
候
、
磯
野



百
姓
者

、
種

々
な
ま
心

へ
不
申

候
中

二
、

私
之
迷

惑
無
是
非
様

躰
候
、
籠
者

上
申
候
、
恐
憧
謹
言
、

井

越

(天
文
二
四
年
)

七
月

廿
日

経

元
判

(月
瀬
忠
清
)

若
狭

守
殿

(浅
井
貞
政
)

忠
兵
衛
尉
殿

御
報

〔史

料

10

〕
(n
)

(前
欠
、
捻
封
ウ
ワ
書
を
欠
く
)

(書
)

儀

、
井
口
方
よ
り
切

々
被
申
出
、
定
而
今

日

ハ
あ

け
可
申
候
、

一
昨

日
□
状
遣
候
、
其
趣
を
以
、
度

々
大
井

へ
被

申
南
俵
、
井

口
方

如
在
と

ハ
不
日

、

尚

以
可
申

遣
候
、
定
而
合

日
者
か

こ
あ
け
候
ん
哉

と
存
候
、
可
得
御
意
候
、
恐
憧
謹

言
、

(天
文
二
四
年
)

(月
瀬
)

七
月

廿
日

忠
清

(花
押
)

(浅
井
)

貞
政

(花
押
)

11

一
連
の
史
料
は
・
天
文

二
騒

(
一
五
五
五
)
の

「
切
水
」
(渇
水
)
に
際
し
て
・
上
流
堰
芙

井
と
下
流
響

下
井
と
の
用
水
配
分
を
め

則
り
、
浅
井
氏

・
奉
行
と
富
永
庄
内
の
在
地
家
臣
と
の
間
に
取
交
さ
れ
た
書
状
で
あ
る
。

ま
ず
紛
争
の
渦
中
に
お
け
る
各
人
の
位
置
を
確
定
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
〔史
料
6
〕
の
浅
井
亮
頼

は
、
〔史
料
7
〕
で

「無

出
頭
候
、
外
聞
勇
以
無
勿
躰
候
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
紛
争
の

一
方
の
当
事
者
で
あ
り
、
彼
は
富
永
庄
高
月
郷
在
住
の
三
田
村
氏
と
連

携
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
高
月
村
は
下
井
組
の

一
村
で
あ
る
か
ら
、
亮
頼
は
下
井
の
代
弁
者

と

な
る
。
〔史
料
7
〕
久
政
書
状
の
宛
所
は

'

不
明
で
あ
る
が
、
亮
頼
と
対
抗
す
べ
き
立
場
に
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
文
意
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
井
口
郷
在
住
の

井
口
経
元
と
考
え
ら
れ
、
彼
は
大
井
の
利
害
を
代
表
す
る
。
浅
井
貞
政

・
月
瀬
忠
清
は
、
〔史
料
9
〕
.
〔史
料
10
〕
か
ら

み

て
久
政
の
裁

定
を
執
行
す
る
奉
行
で
あ

っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

〔大
井
〕
井
・
経
元
一

浅
井
久
政
(臓
難

)一

〔下
井
〕
聾

騰

・
三
關

離

と
い
う
相
関
関
係
が
成
立
つ
。



、
こ
の
関
係
を
前
提
に
書
状
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
。
亮
頼
の
、
こ
の
年
の
渇
水
に
際
し
て
、
井
奉
行
に
前
例
を
確
認
の
う
え
、
大
井

の

「
切
泳
之
立
様
」

(渇
水
時
に
お
滑
る
堰
の
構
築
弦
貿
π
当
面
の
紛
争
処
」理
を
図
る
と

し

て
も
、
そ
れ
は

「
相
論
不
相
乗
」
る
事
態
を

続
け
る
に
す
ぎ
な
い
、
そ
こ
で

コ

途
」
の
解
決
策
を
久
政
に
進
言
し
て
い
る

〔史
料
6
〕
と
い
う
論
理
は
、

下
井
の
代
弁
者
と
し
て

一

、

'

、

噛

.

.

・

貫

す

る
。

　
ロロ

久
政
の
裁
定
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
れ
は
亮
頼
書
状
.〔史
料
6
〕
に
い
う

,「時
分
柄
候
間
、
先
々
久
政
預
り
の
分
二
候
て
、
切
水
之

立
様

二
可
相
究
之
由
候
」
と
の
文
言
解
釈
い
か
ん
に
か
か
わ
る
が
、
ど

こ
で
は
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ

し
裁
定
に
当

っ
て
、
久
政

が
か
な
り
の
決
意
を
秘
め
た
ご
と
ば
℃
「自
然
奏
者
之
吋
被
違
候
共
」
.裁
定
を
下
し
、
久
政
自
身

「越
度
」
を
犯

さ
な
い
と
す
る
態
度

〔史

料
7
〕、
七
月

=
.一日
の
裁
定
後
は
、
・「何
か
と
し
せ
ん
承
候
共
、

一
切
不
可
成
候
」
と
い
う
表
白
に
示

さ
れ

る

〔史
料
8
〕
。
裁
定

の
結

果
は
、
旧
慣
に
よ

っ
た
か
、
そ
れ
と
も
新
儀
を
設
け
た
が
不
明
で
あ
る
が
、
、結
局
、
大
井
堰
の

一
部
を
破
却

(
11
籠
上
)
し
て
、
下
井
に

架

す
る
て
と
に
な

。
た
。
久
政
の
裁
定
嶺

行
蓄

貞
政
・意

清
は
、
も

。
ぱ
・り
井
握

元
に
周
旋
し
た

〔史
料
m
〕
。

.〔史
料
餅
〕
に
よ
り
経
元
の
去
就
を
み
ょ
う
。
彼
は
裁
定
五
日
後

の
七
月

一
日
か
ら
、
大
井
懸
り
村

々
に

「籠
上
」
を
通
達
す
る
が
、

　

百
姓
に
は

「何
か
と
迷
惑
」
と
拒
否
さ
れ
る
。
「
言
語
道
断
」
と
憤
り
な
が
ら
、
経
元
は
赤
尾
清
世
に
仲
介
を
依

頼

し
、
も

っ
と
も
強
硬

-

で
あ
う
沈
床
井
の
最
末
流
の
磯
野
村
百
姓
に
対
す
る
説
得
を
期
待
す
る
。
七
月
二
〇
.旧
、
よ
う
や
く

「籠
上
」
の
見
通
し
が
つ
い
た
と
こ

ろ
に
、
〔史
料
10
〕
の
書
状
が
舞
込
む
ゆ
経
元
は

〔史
料
9
〕
の
書
状
を
大
急
ぎ
に
書
上
げ
、
「籠
上
」

へ
の
努
力
を
誓
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

.

-.

'

・

」

.

.

.

.
」

.

.

一

こ
れ
が
、
一
か
つ
て
お
そ
ら
く
富
永
庄
惣
政
所
を
主
宰
し
、
伊
香
郡
三
用
水

の
管
理
権
を
掌
握
し
て
い
た

「井
預
り
」
井

口
氏
の
、
天
文

年
間
に
お
け
る
有
様
で
あ
る
。

こ
の
ま
う
な
経
元
の
苦
渋
は
、
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
下
井
の
利
益
代
表
と
し
て
亮
頼
に
出
頭
を
求

め
ら
れ
た
三
田
村
貞
政

ら
は
、
登
城
に
先
立

っ
て

「百
姓
共
」
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
を
忠
告
さ
れ

〔史
料
6
〕
、
経
元
は
大
井

の

「籠

上
」
に
執
拗
に
抵

抗
す

る
磯
野
の
百
姓
に
手
を
焼
く
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
紛
争
の
現
実
的
情
景
と
し
て
、
大
井
の

「籠
上
」
を
要
求
す
る
下
井
懸
り

諸
村

の
農
民
と
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
大
井
懸
り
諸
村
の
農
民
の
、
高
時
川
堤
上
の
緊
迫
し
た
対
峙
を
想
像
し
て
誤
り
な
い
。
経
元
の
苦
渋

と
逡
巡
は
、
上
位
の
裁
定
者
の
意
志
と
、
農
民
の
生
産
確
保
の
決
意
の
狭
間
に
生
ず
る
の
で
あ
る
。



富
永
庄
内
で
は
、
す
で
に
享
禄
五
年

(
一
五
三
二
)
に
森
本
惣
が
落
川
郷
か
ら
井
水
を
二
貫
文
で
買
入
れ
、
天
文
八
年

(
一
五
三
九
)
に

(
13

)

六
貫
五
〇
〇
文
で
南
北
高
月
郷
か
ら
井
水
の
売
却
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
村
落
相
互
間

の
用
水
売
買
は
、
個
別

村
落
な
い
し
同

一
用
水
系
譜
村
11
井
組
に
よ
る
、
用
水
の
萌
芽
的
な

く所
有
と
利
用
V
の
結
合
、
井
堰
と
水
路
の
実
質
的
所
有
と
管
理
の

掌
握
を
達
成
し
つ
つ
あ

っ
た
過
程
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
用
水
紛
争
に
発
揮
さ
れ
る
農
民
の
、

一
見

「
頑
迷
」
に
ま
で
み
え
る
力
は
、

村
落
内
部
の
階
層
差
や
井
組
上
下
流
の
利
害
対
立
と
い
う
矛
盾
を
ふ
く
み
煎
が
ら
、
庄
園
制
下
の
用
水
秩
序
を
郷
制
の
が
わ
に
奪
取
す
る

過
程
に
、
そ
の
基
礎
を
も

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
段
階

で
は
、
井
口
経
元
の
よ
う
に
本
来
庄
園
所
職
に
連
な
る
庄
官
層
の
用
水
支
配
権
は
、
危
殆
に
瀕
す
る
。
政
治
的

・
軍
事
的
な

諸
契
機
を
通
じ
て
領
国
化
を
推
進
す
る
大
名
権
力
の
も
の
に
、
在
地
土
豪
が
結
集
し
た
こ
と
は
、
在
地
の
情
勢
変
化
11
郷
村
に
依
拠
す
る

農
民
と
庄
官
層
と

の
対
立
激
化
を
媒
介
と
し
て
、
後
者
が
直
面
す
る
矛
盾
を
打
開
す
る
方
途
を
求
め
た
結
果
で
あ
る
。

こ
の
過
程
は
、
必

然
的
に
、
よ
り
高
位
の
権
力
に
紛
争
の
裁
定
権
が
移
行
す
る
過
程
を
と
も
な
う
。
浅
井
氏
の
比
較
的
多
様
な
用
水
紛
争
裁
定
が
、
か
な
り

の
積
極
性
を
お
び
て
遂
行
さ
れ
た
現
象
は
、
土
豪
層
の
求
心
的
階
級
結
集
を
達
成
し
、
そ
の
頂
点
に
立

っ
た
大
名
権
力
と
農
民
と
の
対
峙

ヨ

と
い
う
、
基
本
的
な
階
級
関
係
の
形
成
を
、
そ
の
背
景
に
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

1

噂

注
(
1
)

小

和
田
哲
男

『
近
江
浅
井
氏
』

(「
戦
国
大
名
叢
書
」
6
)

以
下
、

用
水
関
係
史
料

の
博
捜

は
、
多
く
小

和
田
氏

の
仕
事

に
拠

っ
て
い
る
。

(2
)

「
宮
川
文
書
」

(『
東
浅
井

郡
志
』

四
所
収

)

(
3
)

「
宮

川
文
書
」
・
「
上
坂
文
書
」

(
『東
浅
井

郡
志

』
四
所
収

)

(
4
)

「
富
田
文
書
」

(『
東
浅

井
郡
志
』

四
所

収
)

(
5
)

「
新
堂
区
有
文
書
」

(伊
香

郡
余
呉

町
)

当
郷
堤
之

上
に
在
之
下

地
四
五
反
、
水

不
届
由

候
、
従
彼

在
所
溝

堀
可

通
候
、
可
成
其

心
得
候
、
謹
言
、

永
腺
参

,

浅
井

四
月

廿
二
日

久
政

(花
押
)

片
岡
内

新
堂
村

地
下
人
中

・

.

.

」

、

9

.

,

.

.
、



こ
れ
よ
り
さ
き
、
旧
余
呉
庄
片
岡
惣
郷
と
新
堂
村
と

の
間
に
水
論
が
あ

っ
た
。
書
状
形
式
を
も

つ
在
地

の
記
録

で
あ
り
、
未
紹
介

の
史
料

で
あ

る

の
で
参
考
に
供
し
た

い

(新
堂
区
有
文
書
)
。

猶
以
、
ケ
様

・一申
候
者
、
弘
治
参
年
之
事
也
、

(カ
)

就
片
岡
郷

之
内
杉
森
之
水
之
儀
、
新
堂
村
与
惣
郷
中
詰
候
由
候
、

同
百
姓
之
儀
候
間
、

双
方

可
然
様

二
御

異
見

肝
要
候
、

唯
今
双
方
来
、

申
様

承
分
者
、
近
年
水

不
分
由
、
新
堂
村
申
候
、
別

二
片
岡
郷
井
之
水
候

ヘ
ハ
、
是
も
尤

二
存

候
也
、

一
大
事
之
公
方
、

過
分

二
拘

百
姓
之
儀

候
、
第

一
当
年
者
御
代
官
衆

へ
訴
状
を

上
、
十

日
以
後

、
惣
郷
之
者

罷
上
申
候
間
、
不
可
能
許
容
候

へ

共

、
御
両

人
承
候

間
、
先

大
方
其

分
候

処
、
日
数
積
候

ヘ
ハ
、
六
十
余

ケ
日

二
相

当
候
、
無

是
非
惣
郷
中
様

二
俣
之

聞
、
当
年
之
儀
者
扱

へ

も

不
立

入
候

へ
共

、
被

仰
越

二
付

て
、
拙

子
存
分
申

候
事
、

一
後
年
之
儀
者
別
角

二
申
様

二
俣

て
、
損

免
な
と
も
於
応
其
者
、
香
水

二
成
候

て
ヨ
リ
分
候

へ
と
被
仰
付
、
可
燃
与
我
等
者
存
候
事
、

一
新
堂

へ
通
候
水
、
池
原

へ
通
候
、
道
之
従
上
出
保
水
之
分
者
、

一
切

二
新
堂

へ
可
被
取
儀
与
、
我
等
者
存
候
事
、

一
従
道
下
出
候
水
を

ハ
、
惣
郷

へ
落
可
然
存
候
事
、

一
番
水
下
江
行
届
、
上
江
あ
け
候
時
、
破
水
不
分
新
堂

へ
、
如
今
迄
可
取
与
存
候
事
、

右
分
者
、
双
方
罷
上
候
百
姓
者
合
点
候
間
、
下

々
迄
も
其
由
、
従
御
両
人
被
仰
付
可
然
存
候
、
恐

々
謹
言
、

14

八
月

二
日

・

花
京

(花
押
)

(切

封
)

宗
印

棘
鞘

離
殿

籍

所

花
束

'

・

(6

)

「
富

田
文
書

」

(『東

浅
井
郡
志
』
四
所
収
)

(7
)
(8
)
(9
)
(
10
×
11
)

「
三
田
村
文
書
」

(高

目
町
高
月

三
田
村
敏
彦
氏
所
蔵
)

(12
)

こ
の
紛
争
を

天
文

二
四
年

と
す
る
の
は
、
『東
浅
井

郡
志

』
編
者

の

「
以
上
五
通
ノ
文
書
、

何

レ

モ
皆

天
文

二
十

四
年

ノ
井

公
事

二
関

ス
ル
者

ニ
シ
テ
其
結
局

ノ
裁
許
状

ハ
、
磯

野
共
有
文
書

ノ
中

二
収

メ
ア
ザ
、
就

テ
覧

ル
ベ
シ
」
と

い
う
考

証

に

よ

る
。
「
磯
野

区
有
文
書

」
は
次

の
二
点

で
あ
る
。
1

浅
井
久
政
裁
許
判
物
写

(折
紙
)

冨
永
庄

大
井
整
磁
儀
、
今
度
井
奉
行
如
誓
談
可
相
竪
候
、
不
可
有
異
儀
候
、
恐

々
謹
言
、

浅
井

「
・

.
`

・

.

'

.



天
文
廿
四
七
月
廿

三
日

久
政

(花
押
)

大
井
懸
所
々

百
姓
中

2

井
奉
行
起
請
文
写

写

天
罰
起
請
文
専

一
大
井
竪
桟
、

一
重
立

・
二
重
立
之
儀
者
、
先
以
存
知
不
仕
儀
、
河
水
強
暗
者
、

二
重
も
三
重
も
相

竪
所
モ
、

可
有

御
座
候

、
亦

}
重
之
所

も
可
在
之
候

二
哉
、
飢
水

二
成
候
と

て
、

二
重

・
三
重
之
俵
執
候
儀
者
、
不
承
事
、

一
莚
留

・
薦
止
之
儀
者
、
大
井
江
能

々
可
被
成
御
尋
事
、

(隙
)

一
飯
水
之
時
、
下
井

ヨ
リ
就
訴
訟
、
手
崎
明
候
儀
、
六
分

一
遣
候
古
又
、

へ井
口
)

一
去

々
年
、
大
井
立
様
越
前
守
成
道
寺
仁
、
三

日
在
城
仕
候
時
、
被

成
御
尋
、

可
被
害
起
請
旨
候
、

井
奉
行
江
左
様
之
義

、

一
向
無
分
別
候

間
、
存

分
申
者
、
於
其
上
、
非
分
申
方
可
有
御
糺
明
之
由
、
御
返
事
被

申
候
事
、

(隙
)

一
一
段
飢
水

二
成
迷
惑
之
時
、
下
井

ヨ
リ
訴
訟
申
、
手
崎
明
車
候
間
、
さ
様
之
義
被
成
御
分
別
、
可
被
仰
付
事
、

15

右
条

々
贔
負
偏
頗
、
更
不
存
候
、
有
姿
申
上
候
、
万

一
於
偽
申
者
、

日
本
国
中
大
小
神
祇
、
富
士

・
白
山

・
春

日
大
明
神

・
天
満
大
自
在
天
神

・
熊
野
三
所
之
権
現

・
八
幡
大
菩
薩
、
殊
者
当
社
山
王
可
蒙
衝
罰

者
也
、
侃
起
請
文
知
得
、

委

曲

年
七
暑

三
日

平
弍

榔
右
禽

尉

竹
本
大
郎
次
郎

こ
の
両
通

の
文
書
を
、
原
文
書
に
よ

っ
て
検
討
し

て
み
る
と
、
ω
浅
井
久
政
判
物
は
、
「
写
」
と
明
記
さ

れ

る

②
井
奉
行
起
請
文
と
ま

っ
た
く

ヘ

へ

同
筆

で
あ
り
、
ま
た
署
名

の

「
久
」
字

に
運
筆

の
乱
れ

が
あ

る
。
と

こ
ろ

で
両
道
は
、
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
に
発
見
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
高

月
町

「
井

口
区
有
文
書
」

に
も

両

文

書

の
写

し

が
あ
り
、
そ

の
末
尾
に

「
右
両
通
之
御
証
文
、

磯
野
村

二
昔
よ
り
御
座
候
、

当
年
飢
水

二
村
、

下
井
と
水
論
仕
取
出
し
奉
拝
見
仕
、
其
次
而

二
写
候
而
、

拾
弐
ケ
村
之
庄
屋
致
判
形
、

為
末
世
井
口
村

二
置
申
候
、

以
上

寛
文
四
年
辰
壬

五
月

四

日
」
と
あ

っ
て
、
井

口
村
以
下
大
井
懸
り
諸
村

の
庄
屋
が
連
名
し

て
い
る
。

こ
れ

に
対
し

て
、
磯
野
村
庄
屋

・
肝
煎
は
、
「
右
両
通
之
御
証
文
、

磯
野
村

二
昔
よ
り

預
り
申
所
実

正
也
、

重
而
飢
水
之
時
節
、

下
井
6
新
法
車
懸
、

公
事
出
来
仕
候

ハ

・
、

其
節
大
井
懸
拾
弐
ケ
村

へ
相
渡
し
百
中

候
、
万

一
火
事
損
失
仕
候

ハ

・
、

其
様
子
証
拠

ヲ
糺
、
御

理
可
申

上
候
、
為
私
用
大
井
組
中
よ
り
外

へ
福
渡
候
と
、

横
相

6
成
典
、

御
開
届
被
成



候

ハ
・
、
御
公
義
様
江
被
仰
上
、

如
御
仕
置
可
被
仰
付
候
、
為

末
世
預
リ
状
如
件

寛
文
四
年
辰
壬
五
月
四

日
」
と

い
う
請
書
を
大
井
懸
り
十

ニ

ケ
村
庄
屋
百
姓
中

に
宛

て
た
。
ω
、
②

の
文
書

の
文
言

の
検
討
を

ふ
く

ん
で
、

こ
の
よ
う
な
徴
象
は
、
大
井
と
下
井

の
紛
争
を

天
文

二
四
年
と
断

定
す

る
の
に
た
め
ら

い
を
感
じ

さ
せ

る
。

さ

て
、
「
井

口
区
有
文
書
」

に
は
、
次

の
よ
う
な
井
奉
行

の
文
書

が
保
存

さ
れ

て
い
る
。

3

冨
永
井
水
立
様
諸
仕
置
覚
書

(写
)

一
松

田
井
、
柴

二
而

ひ
と

へ
立
、

一
上
水
井
、
た
わ
し

一
ゑ
立
、

一
大
井
、
土
表
土
芝

二
而

二
重
ぬ
い
、
手

さ
き
あ

け
、
六
六
分

一
下
井

へ
落

シ
遣
候
極

、

一
下
井
、
妙
蓮
寺
井
、

か
こ
入
か
た
め
、
土
表
土
芝

二
而
立
詰

ル
、

一
大
井
6
下
井

へ
六
分

一
水

は
か
り
候
時
者
、

井
本

ノ
水
を
む

し
ろ

二
而

三
日
と

め
候

て
、

水

の
く
ら

い
を
見
届
、

は

き

二
尺
弐
分

二
板

二
而

か
つ
と
り
を

さ
し
、

其

か

つ
と
り
日
6
六
分

一
の
水

道
候
極

二
候

、

其
時
下
井
6
礼
物

二
、

酒
壱
斗

五
升
入
壱
桶

・
そ
う
め
ん
代

三
百
文

分

・
点

図

一
つ

・
清

心
図

一
つ
、
井

口
図
御
奉
行
衆

へ
上

ル
、

一
大
井

口
は
せ
う
め
候
時
、
物
部
村

・
磯
野
村
右
訴
訟

二
付
、
丁
場
割
な
ら
せ
候
時
、
下

ノ
郷
6
樽
弐

つ

・
図
時
之
物

一
色
、

16

井
奉
行
平
井
九
郎
右
衛
門
尉

同

竹

本

太
郎

二
郎

天
文
廿
弐
年
八
月
吉

日

こ
の
文
書
と
、
前
掲
②

の
起
請
文
を
比
較
す

る
と
き
、
文
言

の
是
非
、
井
堰

の
構
築
法
一

と
く

に
上
流
堰

か
ら
下
流
堰

へ
下

る
に
し
た
が

っ

て
流
水

を
止
め
る
方
法

の
適
否
、
大
井
と
下
井

の
分
水
慣
行
、
②

の
第

三
条
が
㈹
を
否
定
し

て
い
る

こ
と
等

々
、
慎
重

な
検
討

が

必

要

で
あ

る

が
、

こ
こ
で
は
紛
争
が
天
文

二
四
年

に
発
生
し
た
と
断
定
す

る
に
は
、
問
題
が
あ
る

こ
と

の
指
摘

に
止
め

て
お
き
た

い
。

(13
)

「
森
本
区
有
文
書
」

(高
月
町
)

(
1

)

〔補
講
〕
餅
の
井
の
懸
越
し
に
つ
い
て

伊
香
郡
の
三
用
水
と
高
時
川
東
岸
の
浅
井
郡
餅
の
井
と
の
用
水
配
分
慣
行
は
、
水
利
史
研
究
上
、
著
名
な
事
例

に
な

っ
て
い
る
。
た
と



え
ば
喜
多
村
俊
夫
氏
が

「
餅
の
井
落
し
」
と
い
う
渇
水
時
に
お
け
る
上
流
井
堰
の

一
時
破
却
に
よ
る
下
流
井
堰

へ
の
分
水
慣
行
を

中
世
末
戦
国
期
に
於
け
る
江
北
の
有
力
者
浅
井
久
政
は
、
其
の
武
威
を
以
て
対
岸
の
伊
香
郡
富
永
庄
井
口
在
城
の
井
口
越
前
守
を
圧
倒
し
去
り
、
其
の

余
威
を

以
て
井

口
氏
支

配
の
大
井

・
下
井

の
堰
止
を
超
越

し
、
浅
井

郡
側

(南
岸
-

東
岸

の
誤
り

か
一

引
用
者
注
)

に
取

入
口
を
持

つ
餅

の
井
を

下
流
か
ら
最
上
流
に
移
転

せ
し
め
た
の
で
あ

っ
た
が
、
其

の
代
償

と
し
て
大
井

・
下
井

に
対
し

て
、
愈

々
渇
水
甚

だ
し

い
時

に
は

"
餅

の
井
落
し
"
を

(2

)

行
ふ

こ
と
を
分
水
慣
行
と
し
て
許
可
し
た

の
に
発
す
る
と
云
ふ
。

(
3

)

と
述
べ
、
小
和
田
哲
男
氏
が
こ
れ
を
敷
宿
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
浅
井
久
政
が
強
行
し
た
餅

の
懸
越
し
11
井
堰
の
最
上

(4

)

流

へ
の
移

動

を

証

す

る
と

さ
れ

る

の

は
次

の
文

書

で
あ

る
。

1

浅
井
久
政
判
物
写

餅
井
懸
越
之
事
、
井

口
越
前
守
許
容
之
上
者
、
末
代
不
可
有
連
失
候
、
尤
掛
越
之
村

々
、
為
時
限
之

厳

重

相

守

可

申
、
宜
可
仰
付
候
、
為
其
恐

々
謹

言
、

天
文
十

一

浅
井
左
兵
衛
尉

71

五
月
六
日

久
政

(花

押
)

八
相

遠
江
守

殿

井

二
村

々
百
姓

長
男
中

2

浅
井
久
政
判
物
写

餅
井
竪
桟
儀
、
川
筋
共
和
絵
図
面
、
不
可
有
異
儀
候
、

宜
可
仰
付
候
、

恐
々
謹
言
、

天
文
+

一

浅
井

五
月
十

一
日

.久
政

(花
押

)

八
相
遠

江
守

殿

井

二
所

々
百

姓
中



3

浅
井

久
政
判
物

写

高
月

川
預
り
井
口
越
前
守

許
容
之
上
、
餅
井
懸
越
し
候
間
、
以
来
者
心
得
候
而
、
飢
水

二
成
迷
惑
之
時

ハ
、
水
ま
か
し
可
被
致
候
、
恐

々
謹
言
、

浅
井

天
文
十

一

久
政

(花
押
)

五
月
十

五
日大
井
懸
り
所
々

百
姓
中

.

.

(5

)

小
和
田
氏
に
よ
る
と
、
「
久
政
文
書
を
編
年
順
に
並
べ
て
み
た
場
合
、
天
文
十

一
年
段
階
に
お
け
る
久
政
は
、
新
九
郎
を
称
し

て
お

り
、

左
兵
衛
尉
の
署
名
は
全
く
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
左
兵
衛
尉
は
天
文
十
九
年

(
一
五
五
〇
)
以
降
使
用
さ
れ

て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
文
言
を
ふ
く
め
て
、
こ
れ
ら
の
文
書

の
取
扱
い
は
よ
ほ
ど
慎
重

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)
閏
八
月

(6

)

一
四
日

「浅
井
郡
用
水
裁
許
絵
図
」
(第
二
図
)
に
よ
る
と
、
伊
香
郡
三
用
水
お
よ
び
松
田
井
の
上
流
に

「
あ
さ
い
も
ち
の
井
」
が
描
示
さ

れ
、
「此
井
た
て
よ
う
の
次
第
、
石
に
て
せ
き
、
面
に
柴
を
さ
か
さ
ま
に
な
ら

へ
、
砂
を
は

ね

つ
け
、
上
を
水
こ
し
申
候
」
と
あ

っ
て
、

18

慶
長
九
年
現
在
に
お
け
る
餅
の
井
堰
の
位
置
は
明
瞭

で
あ
る
。
し
か
し
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
絵
図
の
描
示
に
よ
る
と
、
最
上
流
井
堰
で

取
水
し
た
水
路
が
、
伊
香
郡
三
用
水
の
下
井
の
下
流
で
ふ
た
た
び
大
川

(高
時
川
)
に
合
流
し
、
改
め
て

「も
ち

の
井
水
」
と
し
て
取
水

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
懸
越
し
が

一
挙
に
強
行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
問
題

が
あ
る
が
、
餅
の
井
の
懸
越
し
そ
の
も
の
は
、
江
戸
時
代
以
前
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

主

'

・

(
1
)

餅

の
井

の
名
称

の
起
源

に
関
し

て
次

の
よ
う
な
伝
承
が
あ
る

(高
月
町

「
磯
野
区
有
文
書
」
)
。

餅

ノ
井

起
リ
事

浅
井

郡
中

野
村

二
往
古
せ

～
ラ
キ
長
者
ト
い
ふ
人
あ
り
、
此
村

ハ
高

月
川
よ
り
東

ニ
メ
、
山
麓

二
依
テ
土
地
高
ク
、

用
水
ノ
便
ナ

シ
、

行
程
四
里

許

北
に
、

伊
香

郡
井
口
村

二
井

口

越
前

守

と

て
、
高
月
川

ノ
預

り
也
、
此
故

二
長
者
川
流

ヲ
井
水

雲
せ

ん
古
又
ヲ
請
、
更
綾
千
駄

・
錦
千
駄

・
餅

千
駄

ヲ
牛

二
つ
け
て
贈

ル
、
越

前
守
許

諾
ス
、

ユ
ヘ
ニ
長
者
川
水

ヲ
分
ケ

ン
ト

ス
レ
隠
、

高
地

へ
水
引
上

ル
「
ア
タ

ハ
ズ
、

長
者

ノ
根
松

ノ
前
ヲ

(
マ
マ
)

(井
)

・
井
堰

二
沈

ム
、

而
後
水

上
ル
事
成

テ
、
其

筋
八
ケ
村

ノ
田
地
ヲ
閏

ス
ナ
リ
、
彼
餅

ニ
テ
請

タ

ル
処

ユ
ヘ
ニ
、
餅

ノ
湯

ト
号

ク

ル
者

ナ
レ
、



井

ノ
大
明
神

餅

ノ
井

ノ
水

ノ
分

目
ニ
ア
リ
、

毎

年
三
月

二
十

五
日
、

長
者

マ
ツ
リ
ト
テ
、

被

せ

～
ラ
ギ
長
者

ヲ
祭

ル
ナ
リ
、
紙
袋

ヲ
コ
シ
ラ

へ
、
明
神

へ
奉

ル
者

ナ
リ
、

(2
)

喜
多
村
俊
夫

『
日
本
灌
概
水
利
慣
行

の
史
的
研
究

総
論
篇
』
第
七
章

「
用
水

の
分
配
と
用
水

権
」
2

「
一
定

の
様
式

に
よ
る
上
流
堰

の

一
時

的
破
却

(切
落
)

に
よ
る
分
配
」

(3
)

小
和

田
哲
男

「
戦
国
期

在
地
領
主

の
存
在
形
態
」

(「
日
本
史
研
究
」

一
〇

七
て

『
近
江
浅
井
氏
』

(戦

国
大
音
叢
書
)

(4
)

「
井

口
区
有
文
書
」

(高
月
町
)
等

(5
)

小

和
田
哲
男

「
浅
井
氏
三
代
文
書

集
」
解
説

.
(6

)

「
井

口
区
有
文
書
」

(高
月

町
)

三

近
世
的
用
水
秩
序
の
成
立

伊
香

・
浅
井
郡
の
地
は
、
元
亀
元
年

(
一
五
七
〇
)
六
月
の
織
田
信
長
に
よ
る
小
谷
城
攻
撃
に
始
ま
り
、
天
正
元
年

(
一
五
七
三
)
八

月
の
浅
井
氏
滅
亡
に
い
た
る
間
、
し
ば
し
ば
激
し
い
戦
乱
の
渦
中
に
ま
き
こ
ま
れ
た
。
小
谷
山
に
直
面
す
る
虎
御
前
山
に
は
、
羽
柴
秀
吉

91

を
主
将
と
す
る
堅
固
な
城
砦
が
築
か
れ
、
信
長
の
出
陣
ご
と
に
小
谷
城
下
諸
村
や
余
呉

・
木
之
本
は
放
火
さ
れ
た
。
浅
井
氏
滅
亡
の
直
前

(-

)

に
は
、
木
之
本
地
蔵

(浄
信
寺
)
も
焼
亡
し
、
月
瀬

・
丁
野

・
田
部
で
も
戦
闘
が
あ

っ
た
。
天
正

一
一
年

(
一
五
八
三
)
に
は
賎
ケ
岳
合

戦
が
あ
り
、
江
北
を
舞
台
と
す
る
戦
乱
は
絶
え
な
か

っ
た
。
こ
の
間
に
農
民
が
蒙

っ
た
生
産
と
生
活
上
の
被
害
は
.想
像
に
難
く
な
い
。

(2
)

慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
九
月
の
関
ケ
原
合
戦
終
了
後
、
こ
の
地
は
徳
川
家
康
の
支
配
に
組
み
こ
ま
れ
、
同
七
年

(
=
ハ
〇
二
)
に
小

堀
正
次
に
よ
る
検
地
が
施
行
さ
れ
、
第

一
表

・
第
二
表
に
示
す
よ
う
な
支
配
が
成
立
し
た
。
こ
の
間
に
お
け
る
用
水
紛
争
に
関
す
る
残
存

史
料
を
概
観
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

天
正
二
年

(
一
五
七
四
)
三
月
、
長
浜
城
主
羽
柴
秀
吉
は
、
浅
井
郡
野
村
と
三
田
村
の
水
論
を
裁
定
し
、
「
干
水
之
刻
者
、

三

田
村
江

(3

)

三
日
、
野
村

へ
一
日
、
追
日
香
水
」
と
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
天
正

一
七
年

(
一
五
八
九
)
八
月
、
浅
井
郡
中
野
村
と
青
名

・
八
日
市
村

の
山
田
川
用
水
を
め
ぐ
る
紛
争
に
際
し
て
、
豊
臣
秀
次
の
奉
行
人
は
、
中
野
村
の
用
水
権
を
安
堵

し

た
が
、
「
於
井
頭
双
方
出
合
、
井
水

令
相
論
、
互
刃
傷
之
事
、
太
曲
事
之
由
被
仰
出
、
任
喧
嘩
御
停
止
之
旨
、
右
之
三
人
村
6
壱
人
宛
三
人
御
成
敗
」

と
過
酷

な

刑

に
処
し

?
)
た
。
同

一
九
年
四
月
に
も
、
つ
づ
い
て
水
論
が
あ
り
、
長
束
正
家
ら
浅
井
郡
蔵
入
地
代
官
が

「従
八
日
市
村
相
立
候
井
溝
」
を

「
新
儀
」



(5

)

と
し
、
「
大
川
筋
先
規
之
所

へ
井
口
を
明
、
用
水
可
相
通
」
と
裁
定
を
下

し

て
い
る
。

さ
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
伊
香
郡

・
浅
井
郡
の
高
時
川
利
用
の
用
水
は
、
次
の
様
に
概
略
で
き
る

(第

一
図
参
照
ソ
。
高
時

川
西
岸

ニ
う
ず
い
ゆ

の
諸

村

は
、

上

水

井

組

・
大

井

組

・
下

井

組

の

三
井

組

に
編

成

さ

れ

て

い

た
。

井

口
村

が
井

頭

で

あ

る

。
.大

井

組

の

う

ち
井

口

・
雨

森

・

持

寺

・
保

延

寺

・
柏

原

・
渡

岸

寺

村

を

上

六
組

、

東

物

部

・・'西

物

部

・
横

山

・
唐

川

・
磯

野

・
東

柳

野

・
中

(柳

野
中

)
・
高

田

村

を

下

六

組

と

い
う

。

慶

長

九

年

に
お

け

る
村

別

の
領

主

・
村

高

・
井

懸

り

を

第

一
表

に
示

し

た
。

ま

た
、

寛

文

九

年

(
一
六

六

九

Y

七

月

二
六

(
6

)

日

「
伊
香
郡
三
井
村
高
書
上
覚
」
に
よ
る
と
、
上
水
井
懸
り
八
ケ
村

・
二
三
八
○
石
、
大
井
懸
り

一
四
ケ
村

・
一
〇

一
六
〇
石
、
下
井
懸

り
八
ケ
村

・
五
四
六
〇
石
、
合
計
二
七
ケ
村

・
一
八
○
○
○
石
で
あ

っ
た
。
高
時
川
東
岸
の
伊
香
郡
に
は
、
高
野
村
に
か
か

る
松

田
井

お
と
こ

ゆ

と
、
雨
森
村
の

一
部
に
か
か
る
乙
子
井
が
あ

っ
た
。

浅
井
郡
の
餅
の
井
は
、

一
名
八
ケ
井
と
も
い
う
。
八
ケ
村
を
灌
滅
す
る
井
水
の
意
で
あ
る
。
正
保
四
年

(
一
四
六
七
)
八
月
二
〇
日
の

(
7

)

「餅
の
井
組
訴
状
」
(史
料
12
)
は
、
餅
の
井
組
と
し
て
第

一
図
の
諸
村
が
連
名

す

る
が
、
慶
長
九
年
閨
八
月

一
四
日

「浅
井
郡
用
水
裁

許
絵
図
」

(第
二
図
)
に
、
村
高
お
よ
び
知
行
人
名
が
明
示
さ
れ
る
八
ケ
村
が
本
来
の
井
組
で
あ

っ
た
ろ
う
。

(8
)

.

20

井
堰
は
上
流
か
ら
下
流

へ
、
餅

の
井

・
松
田
井

・
上
水
井

・
大
井

・
下
井

・
乙
子
井

の
順

で
構
築
さ
れ

(第
三
図
)
、
古
く
は
前

節

注

(17
)3

「富
永
庄
井
水
立
様
諸
仕
置
覚
書
写
」
あ
る
い
は

「
浅
井
郡
用
水
裁
許
絵
図
」
の
注
記
の
ご
と
く
、
上
流
堰
ほ
ど
流
水
の
通
過
を

容
易
な
ら
し
め
る
構
造
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
井
堰
は
、
昭
和

一
五
年

(
「
九
四
〇
)
高
時
川
合
同
井
堰

の
完
成
後
に
撤
去
さ
れ

た
。
大
井

の
う
ち
、
保
延
寺
村
と
雨
森
村
を
灌
慨
す
る
支
線

の
分
岐
点

「
ゴ
ウ
ノ
マ
タ
」
と
、
下
井
が

「
ゴ
ウ
ノ
マ
タ
」
か
ら
分
岐
し
た

大
井
支
線
を
交
叉
点
で
越
す
乗
樋
は
、
井
堰
お
よ
び
取
入
口
と
と
も
に
細
心
な
保
守
の
も
と
に
あ

っ
た
。
乗
樋
は
五
〇
年
ご
と
に
厳
重
な

架
換
え
が
な
さ
れ
、
明
治
三
九
年

(
一
九
〇
六
)
九
月
二
五
日
に
架
設
さ
れ
た
最
終
の
乗
樋
は
、
昭
和

一
五
年

(
一
九
四
〇
)
九
月
二
八
,

日
に
撤
去
さ
れ
た
。

徳
川
氏
掌
握
後

の
伊
香

・
浅
井
郡
水
論
史
料
は
、
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)
に
初
出
す
る
。
こ
の
年
の
渇
水

に
水
論
が
あ
り
、
閨
八
月

(9

)

一
四
日
に
裁
許
状
が
下
さ
れ
た
。



第1表 慶長9年 伊香郡三用水村別領主 ・村高

村 領 主 1村 岡
盲1井 懸

屋 山 村 蔵入,鈴 木新五左衛門 242石 上水井

洞 戸 村 蔵入 彦坂九兵衛 194 〃

田 部 村 蔵入 鈴木新五左衛門 588.2 ,ノ

千 田 村 給人 千田采女 924 〃

布 施 村 給人 板倉伊賀守 ・加藤喜左衛門 408.28 〃

井 口 村 蔵入 彦坂九兵衛 2,190.5 大 井

雨 森 村 蔵入 鈴木新五左衛門 1,050.45 〃

持 寺 村 蔵入 彦坂九兵衛 190 〃

保 延 寺 蔵入 彦坂九兵衛 439 〃

柏 原 村 蔵入 彦坂九兵衛 526.3 〃

渡 岸 寺 蔵入 彦坂九兵衛 290.8 〃

東物部村 蔵入 彦坂九兵衛 490.8 〃

西物部村 給人 板倉伊賀守 ・加藤喜左衛門 831.4 〃

横 山 村 給人 彦坂九兵衛 341. 〃

唐 川 村 蔵入 彦坂九兵衛 1,030 〃

磯 野 村 給人 鈴木新五左衛門 68.5 ,ノ

東柳野村 給人 安藤彦兵衛 ・成瀬小吉 ・米津清右衛門 1,159.9 〃

中 村 給人 間上五左衛門 400.8 〃

高 田 村 給人 安藤彦兵衛 ・成瀬小吉 ・米津清右衛門 416 〃

落 川 村 蔵入 鈴木新五左衛門 358.5 下 井

高 月 村 蔵入 彦坂九兵衛 1,896.6 〃

森 本 村 蔵入 彦坂九兵衛 303 〃

宇 根 村 給人 板倉伊賀守 ・加藤喜左衛門 631 〃

東阿閉村 給人 鈴木新五左衛門 1,033.5 〃

西阿閉村 給人 安藤彦兵衛 ・成瀬小吉 ・米津清右衛門 1,220 〃

西柳野村 蔵入 鈴木新五左衛門 399.7 不 明
(下井力)

熊 野 内 蔵入 鈴木新五左衛門 400 〃

慶長9年 閏8月14日 「伊香郡用水裁許絵図」(井 口区有文書)

(注)井 懸 り別は,井 口区有文書寛文9年7月26日 「覚」による。
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欠字の補充は慶長9年 閏8月14日 「伊香郡用水裁許絵図」

(井口区有文書)に よる。

第2図 浅井郡用水裁許絵図(井 口区有文書)
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〔
史
料
11
〕

(写
)(伊
香
)

(浅
井
)

今
度

い
か

こ

・
あ
さ

い
水

問
答
、
双
方
可
承
之
由
、

御
謎
候
間
、
絵
図
井
双
方
申
旨

申
上
候
処

二
、
年
来
無
之
所

二
而
も
水

ひ
か
せ
可
申
出
、
被

仰

出
候
、
其

心
得
候

而
、

以
来
共
和
前

々
、

日
損
無
之
様

二
、
水
う

け
可
申
候
、
内

々
申
分

二
而

公
儀

か
る
し
め
、

け
ん
く

わ
な
と
仕
候
者
、
双
方
可
有
御
成
敗
旨

、
被

仰
出
候
、
及
迷
惑
候
者
、
何
時
も

目
安
ヲ
以
可
申
上
候
、
以
上
、

(勝
重
)

板
倉
伊
賀
守

(花
押
)

慶
長
九
年
辰

壬

八
月
十

四
日

(長
安
)

大
久
保
石
見
守

(花
押
)

伊
香
郡
百
姓
中

高

こ
の
裁
許
状
は
、
前
掲
第
二
図
に
暗
示
し
た

「浅
井
郡
用
水
裁
許
絵
図
」
お
よ
び
第

附

表

が
依
拠
し
た

「伊
香
郡
用
水
裁
許
絵
図
」
を
付
属
す
る
、
.き
わ
め
重

要
な
裁
許

駐

と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
は
い
た
っ
て
曖
昧
で
あ
る
。
し
か
し
推
量
す
る
か

ぎ
り
、
「年

潮

来
無
之
所
々
二
而
も
水
ひ
か
せ
町
中
」
し
と
い
う
文
言
で
、
餅
の
井
懸

り

浅
井

郡
諸

井

、
、

の

村

の
用
水
確
保
を
追
認
す
る
ふ
し
が
あ
り
、
ま
た
用
水
紛
争
に
と
も
な
う
実
力
の
衝
突

餅郡

を
、
公
儀
無
視
と
し
て
死
刑
を
も

っ
て
威
圧
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

井浅

前
述

の
よ
う
に
天
正

一
七
年

く
一
五
八
九
)
八
月
の
浅
井
郡
中
野
と
青
毛

・
八
日
市

水
論
に
お
い
て
は
、
三
ケ
村
三
人
の
百
姓
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
年
次
不
明
で
あ

壊

る
が
、
浅
井
郡
三
田

.
野
村

の
紛
争
で
は
、
三
田
村
又
十
郎
な
る
百
姓
が
礁
刑
に
か
か

第

(
-o

)

つ
た
。
伊
香
郡
で
は
、
慶
安
五
年

(
一
六
五
二
)
の
大
井
懸
り
雨
森
村
と
下
井
懸
り
諸

社
と
の
紛
争
は
、
伏
見
奉
行
の
裁
決
に
よ
り
雨
森
村
久
兵
衛

・
犬
千
代
父
子
が
雨
森
河

高村主領村

450石

420

220

480

1,580

1,350

450

1.040

御絵入 肥田与左衛門殿

御蔵入 西江勘兵衛殿

御給人 肥田与左衛門殿

御給人 肥田与左衛門殿

御給人 西江勘兵衛殿

御給人 日下部兵右衛門殿

御給人 ・西江勘兵衛蹟

御給人 村上右兵衛殿

郡 上 村

二 又 村

別 所 村

留 村

丁 野 村

中 野 村

山 脇 村

川 毛 村

1

2

3

4

5

6

7

8

(

(

(

(

(

(

(

(

(注)慶 長9年 閏8月14日 「浅井郡用水裁許絵図」(井口

区有文書)の 書入れを表示する。
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第3図 高時川の井堰
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原

で
処

刑

さ

れ

て
結

着

し

た

。

こ
れ

ら

の
事

例

は

、

水

論

を

治

安

対

策

上

か

ら

危

険

税

し

、

調

停
能

力

の

限

界

を
超

え

る

紛

争

に

は

、
極

刑

を

も

っ
て
臨

む

公

権

力

の
本

質

を

暴

露

す

る

も

の

で
あ

る

。

用

水

の
有

効

的

利

用

を

農

民

に
保

証

す

る

投

資

が

行

わ

れ

な

い
か

ぎ

り

、

水

論

は

必

然

的

に

続

発

す

る

。

は

た

し

て

一
七

世

紀

中

葉

に

、

深

刻

な

紛

争

が

集

中

的

に

発

生

す

る

の

で
あ

る

。

寛

永

三
年

(
一
六

二
六

)

に
、

伊

香

郡

三
用

水

諸

村

と

浅

井

郡

餅

の
井

と

の
紛

争

が

あ

っ
た

が

、

筆
・者

に

は
そ

の
経

過

を

明

ら

か

に
す

る

準

備

が
な

い
。

〔史

料

12

〕

等

に
よ

っ
て
、

伊

香

郡

の
庄

屋

八

名

が

「
三

年
籠

舎

被

仰

付

」

れ

た

こ

と

を

知

る

の

み

で

あ

る

。

つ
い

で

正

保

四

年

(
=

ハ
四
七

)

の
紛

争

が
発

生

す

る
。

基

本

的

史

料

を

次

に
掲

げ

る
。

〔史
料
12
〕
乍
恐
謹
言
上
□
□

(餅
.
以
下
同
じ
V

(下
)

一
江

州
浅
井
郡
之
持
井
水
、
前

々
6
取
来
り
申
候
処

二
、
当
年

日
照

二
付
、
伊
香
6
新
規
を
く
わ
た

て
、
井
水

之
せ
き
を
引
お
と
し
、
水
道
さ
け
不
申
、

迷
惑
仕
候
御
事
、

一
浅
井

郡
井
水
之
立

口
迄
、
毎

日
見

せ
申
候
を
、
伊
香
6
大
勢

罷
出
、

鑓

・
ほ
う

・
ね

つ
ミ
つ
き
と
申
も

の
を
、

持
井
水
之

ロ

ニ
て
度

々

二
お
た
て
、

散

々
ち
や
う
ち
ゃ
く
致
し
、

日
々
二
い
た
め
、
何
共
迷
惑
仕
候
御
事
、

25

(寛
永
三
年
)

(姓
)

「
先
年
廿
弐
年
以
前
貰
年
、
伊
香
右
我

か
ま

、
成
儀
仕
候
を
、
御
国
御
奉
行
之
小
堀
遠
江
守
様

へ
申
上
候

ヘ
ハ
、
被
聞
召
分
、
伊
香

郡
之
庄

や
百
生

八
人

之
内
、
雨

森
村
6
弐
人
、
柳

野
村
6

一
人
、
物
部
村
6
弐
人
、
尾
山
村
冶
壱
人
、
落
川
村
6
壱

人
、
い
そ

の
村
6

一
人
、
以
上
八
人
之
も

の
、
三
年

籠
舎
被
仰
付
候
故
、

そ
れ
6
今
迄

か
ま

ひ
な
く
、

浅
井

へ
水
を

く
た
し
申
候
処

二
、

遠
江
守
様
御
死
去
故
、

伊
香

郡
百
姓
中

}
揆

の
こ
と
く
、

人
数

多

ク
罷
出
打

た
て
、
井
水
之

口
を
う

め
、
せ

き
申
候

石
を

き
り
お
と
し
、

も
ち

の
井

へ
水

こ
し
不
申
候
、

浅
井
郡
拾
ヶ
村

ハ
連

々
日
損
仕
、

何
共

迷

惑
致
し
候
御
事
、

(徳
川
家
康
)

右
之

通
披
閲

召
分
、

前

々
の
こ
と
く
被
仰
付
被
下
候
者
、

有
難
可
奉
存
候
、

先
年

四
十

四
年
以
前
辰

ノ
年

二
、
権

現
様
伏

見

こ
被
成

御
座
候
御
時
、

為

御
謎
、
御
見
使
保
坂
金
右
衛
門
様

・
新
見
彦
左
衛
門
様
、
井
筋
御

覧
被
成
、
双
方
絵
図

二
御
判
稜
威
、

其
上
御
折

需
相
添
御

座
候

、
井
大
久
保

石
見

守
様

・
坂
倉
伊
賀
守
様
御
折

需
御
座
候
、
如
前

々
も

ち
の
井
水

き
り
お
と

し
不
申
様

二
、
被
仰
付
被

下
候
者

、
有
難
恭

可
奉
存

候
、
以
上
、

正
保

四
年

浅
井

郡
之
内

亥

八
月

廿
日

,

伊
井
掃

部
頭
御
知
行

中

野
村

如

此
目
安

上
候
、
致

返
答
書

、

作
右

衛
門



公
事

日

二
罷

出
、
対

決
可

.

丁
野

仕
者
也
、

.

若
狭

伊
脇
介

八
月
廿

百

職

・

郡
趾
介

-

幽

石
見

.

山

の
わ
き

忠
大
夫

井

口

二
俣

保
延
寺

三
郎
右
衛
門

持
寺

・

下
山
田

雨
森

新

介

柏
原

河
毛

..

6

渡
岸
寺

'

蒙

.

2

西
物
部

,

別
所

(野
V

磯
部

・

・

平
左
衛
門

柳

野

留
目

宇
根

孫
庄
司

〔史
料

13
〕
乍
恐

返
答

一
井
水
之
儀

二
付

而
、

江
州
浅
井
郡
よ
り
御
目
安
指
上
ヶ
破
牢
候
、

右
之
川
筋

ハ
、

全
伊
香
郡
之
水

に
て
御
座
候

へ
共
、

浅

井
郡

へ
も
少

々
引
被
申
子

細
御
座
候
由
、

就
其
糺
敷
絵
図
井
板
倉
伊
賀
様

・
大
久
保
石
見
様
御
折
紙
御
座
候
由
、

浅
井
郡

よ
り
被
申
上
候
、

伊
香

郡

二
八
不
知
案

内

二
御
座
候

へ
共
、
左
様
之
儀

二
、
定

而
偽

ハ
御

座
有
ま
し
く
候

間
、
御

証
文
之

御
様
子
次

第
と
奉
存
候
事

、

一
去
夏
飢
六

二
付
而
、
伊
香

郡
之

も

の
共

罷
出
、

徒
を
仕
候
様

二
被
申
上
候
、
何
も
偽

に
て
御
座
候
、

結
句
浅
井
郡
よ
り
大
勢
を
催
、

武
道
具

を
持

上

り
、・
大
川
を
せ
き
切
、
伊
香
之
井
手

へ
少
も
水

通
し
不
申
、
.色

々
我

か
ま

＼
な

る
儀
を
被
仕
候
、

就
其

伊
香
領
末
之
村

々

八
事
外

目
損
仕
候

、
当

郡



之
水
を
他
郡

へ
被
取
、

日
損
仕
儀

ハ
迷
惑
千
万

二
奉
存
候
、
此
御
断

ハ
別
而
申
上
度
奉
存
候

二
、
遺

而
浅
井
よ
り
御
訴
訟
被
仕
候
、
.
我
等
之
村

々

ハ
、

御
法
度
糺
敷
御
座
候
故
、
申
事
な
と

ハ
少
も
不
仕
候
、

一
骨
弐
年
以
前
寅
ノ
年
、
伊
香
郡
御
蔵

入
之
百
姓
共
、
籠
舎
被
仰
付
候
儀
被
申
上
候
、

其
刻
之
儀

ハ
、

小
堀
遠
江
様

御
代
官

衆
対
し
、
御
給
所
方

々
百

姓
共
慮
外
を
申

二
付
而
、
其
御
腹
立

二
而
被
仰
付
候
、
其
以
後
自
余
之
村

々
も
、
猶
以
わ
か
ま

、
な
る
儀
少
も
不
仕
候
、
以
上

、

正
保

四
年亥
十
月
八

日

.

井

口
村孫
兵
衛

・

持
寺
村久
右
衛
門

保

延
寺
村
長
右
衛

門

,・

.

・

「

.
雨

森
村弥
市
郎

27

洞
戸
村弥
次
右
衛
門

東
柳

野
村

一
二
四
郎

西
物
・部
村
源
右
衛
門

磯

野
村.左
近
右
衛
門

柏

原
村多
兵

へ

渡
岸
寺
村
新
右
衛
門



御
奉
行
様

宇
根
村新
右
衛
門

〔史
料

14
〕
乍
恐

返
答

一
井
水

之
儀

二
付

而
、

江
州
浅
井

郡
よ
り
訴
訟
被
申
上
候
、

右
ノ
井
水
懸
り
申
候
伊
香

ノ
村
数
廿
七
ケ
村
御
座
候
処

二
、

十
ケ
村
斗
を
相
手

二
仕
候
義
、

ふ
し
ん

二
本
存
候
、
乍
去
先
十

ケ
村

斗
ノ
所
存

、
可
被
聞
召
上

之
由
、
御
意

二
御
座
候

間
中

上
候
、
彼
井
水
先
年
よ
り
浅
井

二
御
証
文
御
座
候
由
被
申
、

年

々
水
引
被
申

二
、

少
も
伊
香
6
さ

、
い
り
申
儀
無
御
座
候
、

向
後
も
御

証
文
之
旨

二
ま
か
せ
、

ふ
ん
さ

い
程
水
引
被
申
候

二
、

少
も
か
ま
ひ
無

御

座
候
御
事
、

一
去

夏
飢
水

二
付
而
、
伊
香
ノ
者
共
龍
田
、
徒
ヲ
仕
候
様

二
被
申
上
候
、
何
も
偽

二
て
御
座
候
、

惣
別
井
水

ノ
義

二
付
而
、

少
も
申
事
仕
間
敷
之
由
、

我

等
共

地
頭

よ
り
堅
被
申
付

、

当
夏

も
書

付
を
取
被

申

二
付
、

一
切
私
成
儀
不
仕
候
、

結
句
浅
井

郡
よ
り
大
勢

ヲ
催

、

武
道
具
ヲ
持

上
、
大

川
を
せ
き

切
、
・伊
香

ノ
井
水

へ
少
も
水

通
不
申
、

伊
香
額

束
ノ
村

々

ハ
目
積
仕
、
致
迷

わ
く
候
、

向
後
浅
井

郡
我

か
ま

、
を

不
仕
、

右
井

か

＼
り
ノ
か

っ
か
う

程
、
水
引
被
申
候
様

二
、
被
仰
付
可
被

下
候
御
事
、

一
骨
弐
年
以
前
寅
年
、
伊
香
郡
御
蔵

入
之
百
姓
共
、
籠
舎
被
仰
付
候
義
被
申
上
候
、
其
刻
も
浅
井

よ
り

恣
仕

二
付

而
」
伊
香
6
も
罷

出

お

小

堀
遠
江
様
御
手
代
衆

へ
慮
外
を
申

上
候
由

二
て
、

籠
舎
被
仰
付
候

、

真
剣
ノ
御
仕
置

こ
こ
り
申
故
、

取
分
井
水

の
義

二
付
而
、

伊
香
郡
少
も
私
成

義
不
仕
候
、

一
度

々
御
裏
判
頂
戴
仕
、
伊
香
郡
遅
参

ノ
様

二
罷
成
、
め

い
わ
く
仕
候
、
然

ハ
九
月
十

一
日

二
御
断
申

上
、
百
姓
之
儀

二
御
座
候
者
、

延
引
仕

候
、
残
十

七
ケ
村
を
さ

そ
ひ
合
申
候
、
其
上
曖

の
道
も
御
座
候
、
又

ハ
当
立
見
を
仕
廻
、
其
外
御
代
官
替
之
あ

い
さ

つ
を
申
、

又

八
郷
境
以
下
御
改
之
奉
行
も

御
座
候
、
か

た
く

二
付
而
、
郷
中

二
日
数
十
七

八
日
ほ
と
か

、
り
、
十
月
朔

日
二
大
津

へ
上
着
仕
候
、
百
姓

の
分
と
し

て
御
公
儀
様

ヲ
恐

不
申
儀

ハ
、

毛

頭
無
御
座
候
御
事
、

一
残
十

七
ケ
村

、
我
等
共

同
事

二
可
罷
上
由
申
合
、
我
等
共

ハ
十
月
朔

日
6
京

大
津

二
相

詰
申
候
、
右
十
七
ケ
村

へ
切

々
書

状
ヲ
遣
申
候

へ
共
、
返
事
も
不

仕
、

右
申

上
候

こ
と
く
、
井
水
之
儀

ハ
十
七
ケ
村
か
ま
ひ
不
申
候
う

ヘ
ハ
、
只
今
罷
出
候
、
十
ケ
村
も
少
も
か
ま
ひ
無
御
座
候
、
浅
井
郡
5
大
川
を

せ

き
切
、
水

を
と
を
し
不
破
申
、
め

い
わ
く
仕
候
、
向
後
飢
水
之
刻

八
高
相
応
程
、
分
水

二
罷
成
候
様

二
、
被

仰
付
被
下
候
者
、
難
有
可
奉
存
候
御
事
、

正
保

四
年

亥

ノ
十

【
月
九
日

※
井

口
村

・
持
寺
村

・
保
延
寺
村

・
雨
森
村

・
渡
岸
寺
村

・
磯
野
村

・
柏

原
村

・
柳
野
村

・
西
物
部
村

・
洞
戸
村
、
庄
屋
連
名
省
略



御
奉

行
機
上
跡
書

紙
幅
の
都
合
上
、
以
上
の
史
料
に
よ
る
訴
訟
の
経
過
の
詳
述
は
避
け
る
が
、
引
用
外
の
史
料
を
加
え
て
事
態

の
推
移
を
辿
る
と
、
大
略

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

正
保
四
年
八
月
二
〇
日
、
浅
井
郡
十
ケ
村
は
伊
香
郡
絵
所
村
村

(彦
根
藩
領
以
外
の
諸
村
)
を
相
手
取
り
、
大
津
代
官
所
に
訴
状
庖
提

、

出
し
、
慶
長
九
年
の
裁
許

〔史
料
11
〕
に
ま
か
せ
て
、
餅
の
井
の
井
堰
破
却
、
取
水

口
埋
立
て
と
い
う
実
力
行
使
を
禁
圧
し
、
浅
井
郡

へ
の

通
水
を
確
保
す
る
裁
定
を
求
め
た
〔史
料
12
〕
。
翌
八
月
二

一
日
、
郡
代
五
味

・
水
野
は
伊
香
郡
十
ケ
村
に
裏
判

を
下
し
た
が
出
頭
せ
ず
、

つ
い
で
九
月

一
日

・
九
月
七
日

・
九
月
二
〇
日

・
九
月
二
五
日
の
出
頭
命
令
に
も
応
じ
な
か

っ
た
。
九
月
二
七
日
に
浅
井
郡
の
再
訴
状
が

提
出
さ
れ
、
同
日
の
裏
判
が
通
達
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
よ
う
や
く

一
〇
月
八
日
に
伊
香
郡
の
返
答
書
が
提
出

さ

れ

た

〔史
料
13
〕
。
返
答

へ

へ

書
は
言
う
。
慶
長
九
年
の
裁
定
は
、
浅
井
郡
が
板
倉

・
大
久
保
の
折
紙
と
裁
許
絵
図
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
否
定
は
し
な

も

へ

い
が
、
不
法
は
浅
井
郡
に
あ
り
、
大
川

(高
時
川
)
を
堀
切
り
、
伊
香
郡
に
水
を
配
分
し
な
い
、
と
。

、

29

一
一
月
九
日
の
再
返
答
書

で
、
伊
香
郡
は
妥
協
案
を
提
示
す
る

〔史
料
14
〕
。
ω
慶
長
九
年
の
裁
許
ゼ
お
り
浅
井
郡
に

「
ふ
ん
さ

い
」

(分
際
か
)
ほ
ど
の
分
水
は
応
諾
す
る
、
②
浅
井
郡
の
実
力
行
使
は
不
法

で
あ
る
、
㈹
伊
香
郡
は
渇
水
時
に
高
相
応
の
分
水
を
要
求
す
る
、

と
い
う
の
が
そ
の
骨
子
で
あ
る
。
裁
許

の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
後
掲

〔史
料
15
〕
に
は

「井
水
之
儀

ハ
如
先
規
双
方

へ
水
引

候
様

二
と
被
仰
付
」
ら
れ
た
、
と
あ
る
か
ら
、
慶
長
九
年
裁
許
の
遵
守
な
い
し
何
ら
か
の
妥
協
に
よ

っ
て
終
息
し
た
よ
う
で
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
の
訴
訟
を
公
平
に
判
断
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
そ
の
材
料
を
持
た
な
い
、
む
し
ろ
問
題
の
所
在
は
、
紛
争
当

事
者
た
る
農
民
の
論
理
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う

こ
と

に
あ
る

だ

ろ
う
。
伊
香
郡
の
百
姓
は
言
う
。
「右
川
筋

ハ
、
全
伊
香

郡
之
水
に
て
御
座
候

へ
共
、
浅
井
郡
へ
も
少

々
引
被
申
子
細
御
座
候
」
と
。
ま
た
彼
ら
は
寛
永
三
年

(
一
六
二
六
)
の
紛
争
に
際
し
て
、

小
堀
政

一
の
代
官
を
立
腹
さ
せ
、
入
牢
に
処
さ
れ
る
ほ
ど
の

「慮
外
」

の
言
を
吐
い
て
主
張
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ

に
、
伊
香
郡
の
農
民
の
高
時
川
支
配
に
対
す
る
強
烈
な
意
識
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
浅
井
郡
の
農
民
も
、
慶
長
九
年
裁
許
を
振
り
か

ざ
し
、
激
し
く
主
張
し
た
。
両
者
は
同

一
の
意
識
と
論
理
で
相
対
峙
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
紛
争
の
解
決
は
、
権
力
の
調
停
や
介
入

よ
り
も
農
民
相
互
の
妥
協
以
外
に
は
な
い
。
む
し
ろ
権
力
の
強
圧
を
回
避
し

つ
つ
、
第
三
者
の
仲
介

(暖
い
)
や
当
事
者
の
努
力
の
積
重



ね
で
妥
協
点
を
見
出
し
て
行
く
こ
と
こ
そ
、
唯

一
の
現
実
的
な
方
途
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

正
保
四
年

の
紛
争
を
経
験
し
た
両
郡
の
農
民
は
、
そ
の
後
の
紛
争
処
理
に
あ
た

っ
て
、
自
主
的
な
解
決
策
を
見
出
す
努
力
を
重
ね
た
と

考
え
ら
れ
る
。
次
の
史
料
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

〔史
料
15
〕
乍
恐
御
訴
訟
中
上
候

一
浅
井
餅
之
井
懸
り
と
伊
香
郡
之
内
上
水

.
大
井

・
下
井
と
水
論
之
義
、
往
古
よ
り
伊
香
郡
三

っ
之
井
水

へ
、

先
規
之
通
水
引
申
義
、

紛
無
御
座
候
処

二
、
弐
拾
弐
年
以
前
亥
ノ
年
、
浅
井
之
井
組
6
新
法
車
懸
、
か
た
お
ち
水
立
詰
、
伊
香
三

つ
之
井
水

へ
、
水
下
ケ
申
開

敷
才
覚
仕
候

二
付
、
双
方
御
公

儀

様

へ
罷
出
、
対
決
仕
候

ヘ
ハ
、
水

野
石
見
守
様

・
五
味
備
前
守
様

御
聞
分
被
成
、
先
規
之
通
水
引
可
申
御
意
に

て
、
相
済
申
候
御
事
、

一
右
之

通

二
相

済
候
井

水
を
、
又
候
哉
当
年
か

つ
水

二
村

、
浅
井

之
井
組
6
新
法

仕
懸
、
御
百
姓
不
残
井
本

へ
罷
越
、
浅
井
之
井
水

へ
立
詰
、
伊
香

三

つ

の
井
水

へ
水

さ
け
不
申
、
田
地
国
損

仕

二
付

、
当
七
月
十

七
日

二
井
水
之

口
あ
け

二
参
候

へ
者
、

丁
野
村
之

御
百
姓

ゑ
道
具

一一
而
か

、
り
、
伊
香

三

つ

之
井
組
之
内

、
磯

野
村
之

百
姓
壱

人

・
柳

野
村
之
百
姓
壱

人
、
十
死

一
生

二
手

を
負

セ
、
=
い
ま

に
養
生
仕
罷
有
候
得
共
、

草
臥

百
姓
之
事

二
俣

ヘ
ハ
、

御
公
儀
獄
中
上
候
事
も
不
罷
成
、
迷
惑
仕
儀
御
事
、

.
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一
七
月
十

八
日

.
十
九

日

.
廿

日
迄
、

浅
井
之
井
水
立
詰
、

伊
香

へ
水

さ
け
不
申

二
付
、

廿
日

二
井
水
之
口
あ
け

二
参
候

ヘ
ハ
、

浅
井
之
井
組
不
残
井

本

二
相
詰
、

ゑ
道
具

二
而
井
本
立
候
所

へ
罷
越
被
南
俵

ハ
、
不
銭

こ
ろ
し
可
申
候
間
、
落

シ
に
か

、
れ
候

へ
か
し
と
、
口
上
高

こ
な

の
り
か
け
膨
れ
候

二

村

、
近
所
ま

て
参
候
事
も
不
能
成
、
引
得
車
内

二
、
尾
山
村
清
兵
衛
罷
出
、
双
方
あ

い
引

二
仕
候

へ
と
、
暖
波
申
候

二
付
、
水
も
取
不
申
、
伊
香
井
組

之

も

の
共
、
空
罷
帰
候
御
事
、

一
七
月
廿
六

日

.
七

日
両

日
、
浅
井
之
井
水

へ
水
立
込
、

伊
香
三

つ
之
井
水

へ
水
さ
け
不
申
候

二
村
、

水
口
あ
け
に
参
候

へ
者

、
丁
野
村
之
御
百
姓
不

残
罷
出
候

而
、
ゑ
道
具

二
而
井
水
立
候
上

二
の
り
居
候

而
名
乗

か
け
、
井
水
落

シ
申

候

ハ
・
、
こ
ろ
し
可
申
と
申

二
付

う
伊
香

三

つ
之
井
組
之
百
姓
共

し
ら

ミ
候

て
、
井
之

近
所

へ
も

寄
不
申

罷
有

候
を
、
小
山

村
庄

屋
甚
助

・
石
道
村

庄
や
藤

兵
衛

、
其

外
肝
煎

家
捜

罷
出
、
先
今

日
者

双
方
相

引

二
被

罷

帰
候
様

二
と
、
達
而
異
見
被
申
候

二
付
、

伊
香

郡
三

つ
之
井
水

へ
水
取

不
申
、

不
及
是
非

罷
帰
候

而
、
明

廿
八
日

二
水

口
あ
け

二
参

候

ヘ

ハ
、
又
丁
野

村
御
百
姓

ゑ
道
具

二
而
大
勢
井
本

へ
罷
越
、

人
数
立
仕
被
居
候
所

へ
、

三

つ
之
井
番
其
外

二
三
ケ
村
罷
上
り
、
断
申
井

口
明

二
か

」
り
申
候

所
を
ち
よ

ち
ゃ
く
致
シ
、

伊
香
井
組
之
も

の
共

二
お
い

つ
ぶ
て
あ

た
り
、

又
ゑ
道
具

に
て
に
け
尻
を
う
た
れ
、

手
負
多
ク
御
座
候
、

弐
拾
壱
年
以
前

二
御

公
儀

様
よ
り
被
為
仰
付
候
御
意
を
背
、
浅
井
之
井
組
衆
、
当
年
新
法

に
ほ
し

い
ま

＼
成
被
仕
様
、
不
審

二
奉
存
候
御
事
、

一
今
八
月
二
日

二
尾
山
村
清
兵
衛
所

へ
、
伊
香

三

っ
之
井
組
之
内

掃
部
頭
様
御
知
行
所
之
御
百
姓
呼
よ
せ
被
申
渡
候

ハ
、

向
後
浅
井
之
井
水
立
詰
置



候
共
、
落
し

二
参
間
数
候
、
則
彦
根
倒
両
御
節
様
6
御
同

心
衆

四
人
、
井
本

二
被
為
付
置
候
、
若
彦
根
御
百
姓

浅
井

之
井
水
落

二
参
候

ハ
・
、
急
度

曲

事

二
可
被
仰
付
候
と
、
四
人
之
御
同
心
衆
御
意
之
由
被
申
渡
候
由
、

井
組
之
内
彦
根
御
百
姓
衆
6
我

々
へ
被
届
察

入
存
候
、

水
論
之
義

ハ
弐
拾
弐
年

以
前

二
御
公
儀
御
奉
行
様
よ
り
被
為
仰
付
候
通
、
浅
井
伊
香
共

二
承
届
、

其
旨
相
守
、

当
年
迄

双
方

へ
無
異
義
、

水

引
候
義
ま
き
れ
無
御
座
候
所

、

只
今
か
様
之
新
法
被
仰
付
、

伊
香
井
組
之
百
姓
共
迷
惑
仕
候

二
付
、

御
訴
訟
中
上
根
、

向
後
浅
井
之
井

組
6
我

か
ま

、
新
法

不
仕
候
様

二
、
被
仰
付

可
被
下
僕
御
事
、

「
掃

部
頭
様

江
州

二
而
高
知
被

為
召
上
候

へ
者

、

双
方

二
御

知
行
多
ク
御
所
務
被

遊
侠
間
、
、御
ぢ
ひ
と
思

召
、

御

公
儀
様

6
弐
拾

弐
年

以
前

二
被
為

仰

付
候
先
規

之
通
、
双
方

へ
水

引
候
様

・一被
仰
付

可
被

下
僕

、
当
夏
中
伊
香
井

組
之
も

の
共

を
度

々
ち

よ
ち
ゃ
く
致

し
、
井
水
新
法

に
立
詰

、

ほ
し
い

ま

、
仕
候

ハ
、

丁
野

・
二
俣
村
之

御
百
姓

二
而
御
座

候
、
其

外
之

井
組
村

々
へ
水

引
候
番
日

二
当
り
候
時

ハ
、
伊
香

三

つ
之

井
番
之
者
共

と
相

談
仕

、

双
方

へ
水

引
申
候
、
御

公
儀
様
御
仕

置
之

通
被

相
守
候
、
此
段
尾
山
村
清

兵
衛

近
所
之

事

二
候
間
、
様

子
能
可
被
存

候
御
事
、

(
マ
マ
)

一
右
之
通

二
浅
井
之
井
組
衆

二
打
搦
せ
ら

れ
、
水

ほ
し
い
ま

》
二
と
ら
れ
候

へ
共
、
御
公
儀
様
御
仕

置
を
守

、
手

向
不
仕

、
様

子
見
合
罷
有
候
御
事

、

右
之
条

々
被
聞
召
届
、
浅
井
井
組
之
御
百
姓

、
御

公
儀
様
被

仰
付

を
相
背
、

ほ
し
い
ま

、
不
仕
儀
様

二
被
仰
付

可
被

下
候
、
以
上
、

寛
文

八
年

中

八
月

六
日

・

.

飢

「

※
井
口
村

・
持
寺

村

・
洞
戸
村

・
保
延
寺

村

・
雨

森
村

・
渡
岸
寺

村

・
磯

野
村

・
柏
原
村

・
柳
野

村

・
物

部
村

・
宇
根

村
、
庄

屋
連

名
省
略

彦
根
御

奉
行
様

寛
文
八
年

(
一
六
六
八
)
の
紛
争
は
、
こ
こ
に
み
る
と
お
り
激
烈
の
も
の
で
あ

っ
た
。
触
れ
る
べ
き
点
は
多
い
が
、

こ
こ
で
は
紛
争
の

激
し
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.
渇
水
時
に
伊
香
郡
三
井
懸
り
の
農
民
が
、
平
和
的
に
井
堰
を
切
落
す

こ
と
が
、
あ
ら
か
じ
め
前
提
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
特
に
注
意
を
払
い
た
い
。
そ
の
行
為
は

「井
水
之
口
あ
け
」
・
「井
水
口
明
け
」
・
「井
口
明
け
」
・
「水

口
あ
け
」
・
「落
し
」
と

表
現
さ
れ
、
伊
香
郡
側
の
当
然

の
権
利
と
意
識
さ
れ
、
そ
れ
が
拒
否
さ
れ
た
の
で
紛
争
が
激
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
延
宝
元
年

(
一
六

七
三
)

=

月
の

「覚
」
に
は
、
熱
語
と
し
て
の

「
も
ち
の
井
落
シ
」
と
い
う
表
現
が
明
白
に
現
わ
れ
て
く
る
。

江
戸
時
代
を
通
じ
て
伊

香
郡

・
浅
井
郡
の
用
水
秩
序
を
規
定
し
、
特
色
づ
け
た

「井
落
し
」

の
慣
行
は
、
か
く
し
て
戦
国
期
に
想
定
さ
れ
る
餅

の
井

の
懸
越
し
か

ら
ほ
ぼ
百
年
間
に
お
け
る
農
民
の
苦
悩
と
英
知
の
果
実
と
し
て
固
定
し
慣
行
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



注
(
1
)

『
信
長
公
記
』

(2
)

浅
井
氏
滅
亡
後

の
領
主
支
配

の
変
遷

に
つ
い
て
は
、
福

田
栄
次
郎

「
山
門
領
近
江
国
富
永
庄

の
研
究
」

(「
駿
台
史
学
」

三
六
)
参
照

(3
)

「
三

田
共
有
文
書
」

(『
東
浅
井
郡
志
』

四
所
収
)

(4
)

「
池
野
文
書
」
・
「
清
水
文
書
」

(『
東
浅
井
郡
志
』

四
所
収
)

(5
)

「
猪
飼
文
書
」

(『
東
浅
井
郡
志
』

四
所
収
)

(6
)

「
井

口
区
有
文
書
」

(高
月

町
)
、
以
下
と
く
に
明
示

し
な
い
か
ぎ
り

同
文
書

に
よ
る
。

(7
)

「
柏
原

区
有
文
書
」

(高
月

町
)

(8
)

現

地
調

査

の
手

ぬ
か
り

の
た
め
、

乙
子
井

堰
の
旧
位
置
を
第

三
図

に
示

せ
な
か

っ
た
。

(9
)

『
東
浅

井
郡
志

』
四
は
、
本
文
書

と
同
文
で
宛

所
を

「
浅
井

郡
百
姓
中
」
と

す
る
裁
許
状
を
収

録
し
て
い
る

(伊
香

郡
北
富
永
村

H
現
高
月

町
11

尾
山

伊
香
.長
晴
蔵
)
。

(
10
)

「土

田
文
書

」

(『東

浅
井
郡
志
』
四
所
収
)

三
田
村

・
野
村
之
百
姓
共

、
奉

行
申
付

候
儀
を
相
そ
む
き
、
水

論
仕
候
、
別
件

の
も

の
、
此
所

に
て
上
坂

の
も

の
を

一
入

こ
ろ
し
候

二
つ
い
て
、

32

如

此
申
付
者
也
、

八
月
十
八

日

(奥
書
)

右

ハ
東
上
坂
村
与

一
と
申
者
を
、

三
田
村

又
十
郎
と
申
者

こ
ろ
し
候
、
依
之

三
田
村

又
十
郎
を
は

っ
け

二
御
か
け
被
成
候
時

二
御
札
之
趣
旨
、

(11
)

「
宇
根
区
有
文
書
」

(高
月

町
)

江
州
下
井
と
雨
森
村

と
井
水

之
出
入
之
其
様

子

一
慶
安
五
壬
辰
年
七
月
廿
九

日

二
、

下
井
之
衆

ハ
井
立

尾
山
之

野
神

回
申
候
、

雨
森
之
衆
拾

弐
人
、

井
を
落

し

二
参
申

候
、

下
井

之
衆

ハ
是
を
見

而
、
追
立
申
候
処

、
雨
森

村
之
衆

四
拾

五
人
斗

程
催
し
て
、
井
落

し

二
参
申

候
、

下
井
之
衆

ハ
お
と
さ
せ
串

間
敷

之
由
に

て
、

人
数
百
斗
参
申

候
、
下
井

之
衆

ハ
野
上

二
懸
り
、

雨
森
衆

ハ
野
よ
り
下
江
か

、
り
申
処
、

双
方
之
手
負
御
座
候
ま

～
、

両
方

へ
は

っ
と
ち
り
、
拾
間
斗
間
置
、

(
マ
マ
)

つ
ふ
て
打
合
仕

候
処
、
下
井
之
衆
雨
森
之
者
共
を
追
ち
ら
し
、
帰

り
申
候
て
、
手

負

の
も
の
療

治
仕
申

候
得

つ
る
、

一
明
晦
日
之
早
朝

に
、
下
井
之
衆
四
百
人
余
程
催
し

て
、
井
之
口
村
江
詰
牢
候
、

上
水
井

・
大
井
懸
り
之
庄
屋
衆
、

先

々
と
め
被
申
候
由

に
て
御

座
候
、

雨
森
衆

ハ
人
数
三
百
人
余
程
し

て
、
・井

口
明
神

二
詰
牢
候
、

其

日
者

何
連
も
無
之
御
座
候

而
、

先

々
帰
り
申
候
由

二
而
、
八
月
五

日
二



(
マ
マ
)

(カ
)

下
井
之
衆
衆
野
o
仕
申
候
而
、
五
日
暁
6
八

日
迄
留
仕
候

へ
者
、
雨
森
村
衆
其
東

村
之
惣

官
話
談
合
申
候

、
明
六

日
ノ
早
朝

三
二
百
弐
拾

人
余
催

こ

乃

し
て
、
鑓

・
刀

・
脇

指

・
棒

に
て
取
懸

り
申
由

二
而
、
其
時

ハ
下
井

之
人
数

弐
百

五
拾
余

二
而
御
座
候

に
、
雨
森
之
衆
下
井
之
も

の
共
、
箕
。
手

頭
に
取
ま
わ
し
、
時
之
声
を
上

て
懸
り
申
候

へ
者
、
下
井
之
者
共
を
石
道

・
古

橋

・
尾
山

へ
追
散

し
、
弐

人
手
負
御
座
候
ま

～
、
下
井
之
衆
雨

森
に
使
を
立
、
帰
車
由

二
而
御
座
候

へ
と
申

つ
る
、

.真

後

鋸

頭
様
へ
御
居
中
上
候
申

彦
嶺

之
分
八
街
楚

・
両

御
出
舞

座
候
申

力
無
之
候
処
中
に
蔑

占緩

飢
髄

様
切
々
御
居

中
上
候
得

ハ
、
恭
も
御
免

の
状
被
下
候
由
、
宇
根
村
新
右
衛
門

・
同
孫
兵
衛

・
市

兵
衛

・
東

阿
閉
村
半

四
郎

・
同
作
左
衛

門

・
青
名
村
庄
左
衛

ヘカ
)

門
、
右
六
人
衆

伏
見
に
て
目
安

上
候
、

辰
之

九
月
七
日

二
裏
判
御
出
被
成

候
由
、

同
十

二
日
ノ
公
事

日

二
雨
森
衆
も
参
申
候
由

二
、
其
時

二
段

々

之
様
子
双
方
申
上
候
得
業
、
御

聞
分
ケ
も
無

之
候
而
、

先
上
水
井

・
大
井
懸

り
之
拾

四
ケ
村
之

六
年

以
前
ノ
証
人
庄

屋
衆
之
召
状
可
被
下
萌

二

面
御
座
候

ま

、
、
是
6
京
五
味

備
前
様

二
而
参

申
候
而
、
申
上
候
御
事

御

両
人
様

御
間
被

成
候

由
、

一
上
水
井

・
大
井

懸
り
拾

四
ケ
村
之
庄
屋
共
、
廿

二
日
之
公
事
日

二
参
申
候

共
、
廿

二
日

ハ
御

間
も
不
破

成
候

由
、
同
廿
六
日

二
御
聞
可
被

成
由

二

御
座
候
、
下
井

・
雨
森
右
拾
四
ケ
村
之
衆
揃
申
時
、
下
井
之
内
字
根
村
之
庄
屋
新
右
衛
門
被

申
候
様
子
、
先
以
六
年
以
前
之
観
音
寺
殿

・
小
野

(
マ
マ
)

長
左
衛
門
殿
、
.右
御
両
人
御
慶

二
而
相
済
申
候
処
、

又
候
哉
雨
森
之
衆
、

右
之
御
陵
相
背
、

当
七
月

八
日
6
下
井
之

野
を
切
落
シ
申

二
付
而
、

八
月
五

日
右
下
井
之
者
共
番
を
置
申
候
得

ハ
、
明
六

日
之
朝
、
雨
森
之
衆
悉
道
具
を
持

で
、
下
井
之
者
共
を
追
ち
ら
し
、
五

人

手

負

御

座

候

33

内
、
四
人

ハ
彦
根
領
分

二
而
御
座
候
、
是

ハ
御
出
不
被
成
候
由

二
而
、
壱
人
者
板
倉
周
防
守
様
分

二
而
、
御
前
江
参
申
候
由
申
上
候
、

(カ
)

一
其
後
下
井
之
絵
図
御
尋
被
成
候
処
、

下
井
之
内

二
宇
根

村
五
郎

右
衛
門

申
上
候

得

ハ
、

御

前
近
く
参
候

得
而
、
お
す
ゑ
申
候
得
と
被
仰
付
候
に

付
而
、
御
前
近
く
参
お
し

へ
申
候
、
先
以

一
井

・
二
井

・
下
井
と
申
候

ハ
、

一
井
と
申

ハ
上
水

井

二
而
候
、

二
井
と
申

ハ
大
井

と
申
候
、

下
井

と
申

ハ
我
等
力
井

二
而
御
座
候
、
雨
森
村
之
井
水

ハ
、
大
井
之
内

二
こ
う

の
ま
た
と
申
候
而
、

【
水

口

ニ
而
、
是

二
而
御
座
候
と
申
上
候
者
、

一
雨

森
之
衆
証
文
を
出
被

申
候
、
此
証
文

ハ
右
こ
う

の
ま
た
之
下

二
而
、
保
延
寺
と
雨
森
と

の
証
文

二
而
御
座
候

二
、
下
井
之
水

口

へ
出
被
申
出
、

こ

コ

コ

是

ハ
迷
惑
と
申
上
候
、

申
上
候
、

其
上

二
上
水
井

・
大
井
懸
り
拾

四
ケ
村
之
庄
屋
衆
之

口
を
御
間
可
被
成
由

二
而
、

大
井
懸
り
之
内

二
井
之

口

村
次
郎

大
夫
申

上
候
者

、剛雨
森
之
水

ロ

バ
先
規
6
無
御
座

候
と
申

上
候

、
其
上
御
せ

い
は

い
二
御
間
可
被
成
之
条
、
御
前

二
而
雨
森
之
者
共
五
人

召
取
被

成
傑
出
、
其
日
伏
見
籠
江
御
引
被
遊
侠
条
、
雨
森
久
兵
衛
壱
人
と
子
犬
千
代
壱
人
、
巳
七
月
廿

二
日
二
雨
森
河
原

二
而
親

ハ
は

つ
け
、
子

.
,

(カ
)

八
街
成
敗
被
成
、

相
残

ル
四
人

ハ
明
年

二
月
十

一
日
二
籠
β
出
申
候
、

弥
蔵

・
助
左
衛

門

・
助

兵
衛

・
左
近
四
郎

、

下
井
之
衆

ハ
年

二
よ
ろ

こ

ひ
帰
り
申
候
、
互
嬉
向
を
見
せ
申
候
、
雨
森
之
者
共

ハ
歎
か
な
し
む
、
是
者
歎

之
中
之

悦
ひ
と
申
候
、
久
兵
衛
年

五
十

四
、
子
犬
千
代
年
八
才
、

「
井

口
区
有
文
書
」

(高
月
町
)

雨

森
村
久
兵
衛
弁
論

二
村
、
と
か

二
罷
成
候
時
ノ
札
之
う

つ
し



件
之
煮

水
論
仕
・
人
参

催
罷
出

.其
上
相
手
之
百
姓
打
響

・
斐

ヲ
違
偽
り
申
公
事
・
付
而
・
知
新
候
・
以
上
・

承
応

弐
年巳
ノ
七
月
廿

二
日

(
12

)

「柏
原

区
有
文
書
」

(高

月
町
)

.

〔補
説
〕
餅
の
井
落
し
に
つ
い
て

前
述
の
よ
う
に

「井
落
し
」
は
、
用
水
史
上
特
異
な
慣
行
で
あ
る
。
喜
多
村
俊
夫
氏
は
滋
賀
県
内
部
編

『
農
業

水
利
及
土
地
調
査
』
に

依
拠
し
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る

(『日
本
灌
概
水
利
慣
行
の
史
的
研
究

総
論
篇
』
三
〇
三
頁
)。

午
後
四
時
伊
香
郡
大
井
の
上
六
組
と
称
し
、
井
口
・
持
寺

・
雨
森

・
柏
原
・
護
岸
寺

・
保
延
寺
の
百
姓
三
百
余
人
、
・白
装
束
白
鉢
巻
に
六
尺
詐
り
の

樫
の
棒
を
肩
に
横
た
へ
陣
笠
を
被
れ
る
各
大
字

一
人
宛
の
惣
代
先
頭
に
立
ち
、
隊
伍
粛
々
と
し
て
高
時
川
原
に
集
り
餅
の
井
下
に
至
り
休
憩
す
。
之
よ

り
先
寺
々
の
警
鐘
を
聞
き
、
餅
の
井
組
に
て
も
当
番
の
百
姓
裸
体
に
て
対
岸
に
詰
か
け
、
両
岸
堤
は
数
千
の
見
物
に
て
人
垣
を
作
る
。
先
づ
大
井
組
惣

代
よ
り
餅
の
井
粗
忽
代
に
井
落
し
の
挨
拶
あ
り
、
此
の
挨
拶
終
る
と
共
に
閥
の
声
を
挙
げ
、
堰
の
中
央
幅
三
間
の
部
分
を
切
落
す
。
此
作
業
は
墜
方
無

手
に
て
単
に
手
の
み
を
以
て
大
な
る
杭
を
引
抜
き
粗
朶
を
取
る
。
其
の
間
餅
の
井
方
よ
り
堰
上
に
溜
り
た
る
水
中
に
多
数
の
裸
漢
入
り
て
水
を
以
で
作

34

業
を
妨
害
す
。
之
に
応
じ
て
大
井
方
も
亦
水
中
に
入
り
て
防
戦
し
水
合
戦
を
な
す
様
奇
観
な
り
。
約
四
・
五
十
分
に
し
て
予
定
の
幅
を
切
落
し
、
続
い

て
直
下
な
る
高
野
井
堰
を
切
落
す
。
此
切
口
も
約
三
間
に
て
切
落
時
間
二
二
二十
分
を
要
す
。
斯
く
し
て
切
落
し
た
る
後
大
井
方
は
隊
を
組
み
て
帰

る
。
其
の
姿
の
見
え
ざ
る
に
至
れ
ば
直
に
餅
の
井
方
は
復
旧
工
事
に
着
手
す
。
復
旧
時
間
約
三
時
間
と
す
ゆ

ま
た

『
伊
香
大
鑑
』
(滋
賀
県
統
計
協
会
伊
香
支
部
編
、
一
九
五
五
年
)
に
よ
る
解
説
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

井
落
し

一
落
千
反
を
潤
す

と
称

せ
ら

れ
る
餅

の
井
井
落

に

つ
い
て
は
、

旧
慣
古
格

の
制
約

の
許

に
厳
然
と
統
制

さ
れ
慎
重

に
決
行

さ
れ
る
の

で
あ

る
。
井
落

の
時
刻

は
井
細

別
に
定

め
ら
れ
、
朝
、

昼
(
夕

の
各
落

し
や
、
刻
落
し
等

の
、
時
限

が
あ

る
。
井
落

に
は
井
組

の
地
位

に
応
じ

て
、

そ

の
要

領
も
異
り
、
大

井
組
上
六

に
あ

っ
て
は
、

役
人
は
、
白
装
束

に
紋
付

羽
織
、
陣
笠
を
被
り
、
参
加
す

る
農

民
は
、
白
儒
梓
、
白
帯
、
白
鉢

巻
を

な
し
、

六
尺
棒
を
持
ち

「
卓
越

に
な

っ
た
の
で
必
要
水
を

ま
か
し
に

(自
由

に
)
来

た
」
と
役
員

が
挨
拶
を
為

し
、
上
流
側
と
下
流
側
を

い
つ
れ
よ
り

も
、
抜

き
落
す

の
で
あ

る
が
、

こ
の
井
組

の
雨
森

は

一
部
左
岸

に
あ

る
耕
地
を

か
ん
が

い
す
る

の
で
井
落
を
遠
慮
し

て
、
紺
法
被

に
黒
帯
、
豆
し

ぼ
り

の
鉢
巻

を
な
し
、
花
棒

(樫

の
木

の
六
尺
棒
)
を
担

い
で
山
蔭

に
潜
む
。
大
井
組
下
六
組
は
、
整
然
た

る
統
制

や
秩
序
も
要
求

せ
ら
れ
ず
、
た

だ
自
主
的
穏
便

を
保
ち
、
近
代

よ
り
紋
付

羽
織

に
陣
笠

の
役
員

が
一
野
良
着

の
農

民
を
指
揮
し
、
下
井
組

は
紋
付

羽
織

に
陣
笠
を
被

っ
た
役
員
が
、
袖
無
白
装
束

に
縄



帯
を
し

て
杖
を

つ
い
た
。
農
民
共
を
指
図

し
て
旱
魑

に
な

っ
た

か
ら
慣
例

に
因
り
水
を
ま
か
し
に
来
た
と
挨

拶
し

て
、
下
流
側
よ
り
抜
く

の
で
あ
る
。

連

日
の
旱
天

で
、
用
水
枯
渇
し

用
水
路

の

「
張
り
番
」
、
井
落
を

回
避
せ

ん
と
す

る
餅

の
井
側

の
川
渡

へ
と
称
す
る
分
水
も
遂
に

そ

の

効
な
く
、
白

乾

亀
裂

の
田
圃

の
旱
害

は
愈

々
深
刻

に
な

っ
て
来

る
と
、
井
頭
井

口
に
於

て
旧
慣

に
よ
る
井
落

が
各
井
組

に
よ

っ
て
合
議
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
定
め

の
時

限
に
な
る
と
、

井

口
の
日
吉
神
社

の
鐘

を
合
図
に
、

一
一
ケ
部
落

の
鐘
は
乱
打
さ
れ
、

日
吉
神
社

に
集
合
、

井
之
水
神
社
に
参
拝
、

服
装
を
整

へ
、'
隊
伍

を
組

み
、
持
寺
地
先

に
至
れ
ば

、
餅

の
井
組

に
於

て
は
、
餅

の
井
組
部
落

の
タ
タ
キ
鐘
を
打
鳴
し
、
井
堰

に
集
結
し

て
、
慣

例
を
已
得
ぬ
井

露
な
れ
ば
、
「
力
づ
く

で
取
れ
」
と
城
声
を
上
げ

て
、

落
水

口
を
抜
く
井
落

組
に
、

二
重
三
重
に
、

あ
ぐ
ら
を
か
き
、
井
落
を
妨
げ
る
。
約
四
〇
分
よ

.り

「
時
澗
を
費
し
.て
、
井
落
が
終
れ
ば
、
歓
声
と
共

に
、
無
抵
抗

の
松

田
井
を
切
り
落
し
た
井
落
組
が
、
隊
伍
を
整
え
前
進
す
る

の
で
も
な
く
後
退
す

る
の

で
も

な
ぐ
遅

々
と

し
て
行
進

す
る
こ
と
な

く
、
下
流
弁
明
神

橋
に
向

い
帰
途

に

つ
き
、
遂

に
そ
の
隊
伍
が
没
す

る
於

て
、
井
堰
を
復

旧
し

て
、
慣

例

の
井
落
は
終

る
の
で
あ

る
。

か

か

る

「
井

落

し
」

慣

行

の
諸

要

素

が
、

ど

の

よ
う

な
時

代

相

と
井

組

相

互

の
妥

協

点

を

具

現

す

る
も

の

で
あ

る
か

、

そ

の
追

求

は

今

後

の
課

題

で
あ

る
。

「
井

落

し

」

慣

行

は

、

昭

和

一
二

年

(
一
九

三

七

)

六

月

、

八

ケ
条

を

内
容

と
す

る
協

定

の
成

立

、

同

年

九

月

の
高

時

川

沿

岸

普

通

水

利

組

合

の
創

立

、

同

一
五
年

に
お

け

る
高

時

川

合

同

井

堰

の
完

成

へ
、

と

い
う

推

移

の
う

ち

で
、

昭

和

=

二
年

の

「
井

落

ら

U

」
を

も

?
て
、

そ

の
跡

を

絶

っ
た
。

.

3

〔付
記
〕

本
稿
は
、
萩
原
龍
夫
教
授
を
代
表
者
と
す
る
文
部
省
科
学
研
究
費
お
よ

び
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
費

に
よ

る
共
同
研
究

の

「
部

で

あ

る
。

こ
の
研
究

に
あ

た

っ
て
、
高
月

町
前
助
役

三
田
村
敏
彦
氏
お

よ
び
同
町
井

口
区
前
区
長
久

田
捨

三
氏

ほ
か
井

口
区

の
方

々
か
ら
与
え
ら
れ
た

御
援
助

に
心
か
ら
謝
意
を
表
し

た
い
。
な
お

「
井

口
日
吉
神
社
文
書
」
等
、
難
解
な
文
書

の
解
読
に
は
、
福

田
栄
次
郎
教
授

の
御
教
示
を
得
た
。


